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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
着色剤（Ａ）、分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（Ｃ）、および溶剤（Ｄ）を含有するカラ
ーフィルタ用着色組成物であって、着色剤（Ａ）が下記一般式（１）で表されるフタロシ
アニン化合物を含有し、分散剤（Ｂ）がアミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）
に由来する構成単位を含むブロック共重合体であり、アミノアルキル（メタ）アクリルア
ミド（ｂ1）に由来する構成単位を含むブロックの全重量中、アミノアルキル（メタ）ア
クリルアミド（ｂ1）に由来する構成単位を４１重量％以上含むことを特徴とするカラー
フィルタ用着色組成物。
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【化１】

        
             一般式（１）

［式中、Ｘ１～Ｘ４はそれぞれ独立に、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有し
てもよいアリール基、置換基を有してもよいシクロアルキル基、置換基を有してもよい複
素環基、置換基を有してもよいアルコキシル基、置換基を有してもよいアリールオキシ基
、置換基を有してもよいアルキルチオ基、または、置換基を有してもよいアリールチオ基
を表す。
Ｙｌ～Ｙ４はそれぞれ独立に、ハロゲン原子、ニトロ基、置換基を有してもよいフタルイ
ミドメチル基、または、置換基を有してもよいスルファモイル基を表す。
Ｍは、Ａｌを表す。
Ｚは－ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ１Ｒ２を表し、ここでＲ１およびＲ２はそれぞれ独立に、水素原子
、水酸基、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基
を有してもよいアルコキシル基、または、置換基を有してもよいアリールオキシ基を表し
、Ｒ１、Ｒ２が互いに結合して環を形成しても良い。
ｍ１，ｍ２，ｍ３，ｍ４，ｎ１，ｎ２，ｎ３，およびｎ４は、それぞれ独立に、０～４の
整数を表し、ｍ１＋ｎ１，ｍ２＋ｎ２，ｍ３＋ｎ３，ｍ４＋ｎ４は、各々、０～４で、同
一でも異なっても良い。］
 
【請求項２】
着色剤（Ａ）が、上記一般式（１）のｎ１，ｎ２，ｎ３，およびｎ４が０であり、
かつｍ１，ｍ２，ｍ３，およびｍ４が０、又は一つ以上が１以上であり、
ｍ１，ｍ２，ｍ３，およびｍ４の一つ以上が１以上である場合にはＹｌ～Ｙ４がハロゲン
原子であることを特徴とする請求項１記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項３】
分散剤（Ｂ）の含有量が着色剤（Ａ）の含有量１００重量部に対して、５～６０重量部で
あることを特徴とする請求項１または２に記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項４】
さらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを特徴とする請求項１
～３いずれかに記載のカラーフィルタ用着色組成物。
【請求項５】
少なくとも１つの赤色フィルタセグメント、少なくとも１つの緑色フィルタセグメントお
よび少なくとも１つの青色フィルタセグメントを備えるカラーフィルタにおいて、少なく
とも１つの緑色フィルタセグメントが、請求項１～４いずれかに記載のカラーフィルタ用
着色組成物により形成されてなるカラーフィルタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、カラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタの製
造に使用されるカラーフィルタ用着色組成物、及びこれを用いて形成されてなる緑色フィ
ルタセグメントを備えるカラーフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、２枚の偏光板に挟まれた液晶層が、１枚目の偏光板を通過した光の偏
光度合いを制御して、２枚目の偏光板を通過する光量をコントロールすることにより表示
を行う表示装置であり、ツイストネマチック（ＴＮ）型液晶を用いるタイプが主流となっ
ている。液晶表示装置は、２枚の偏光板の間にカラーフィルタを設けることによりカラー
表示が可能となり、近年、テレビやパソコンモニタ等に用いられるようになったことから
、カラーフィルタに対して高コントラスト化、高明度化、高色再現性の要求が高まってい
る。
【０００３】
カラーフィルタは、ガラス等の透明な基板の表面に２種以上の異なる色相の微細な帯（ス
トライプ）状のフィルタセグメントを平行又は交差して配置したもの、あるいは微細なフ
ィルタセグメントを縦横一定の配列で配置したものからなっている。一般的に赤、緑、及
び青の３色フィルタセグメントで形成されることが多く、各セグメントは、数ミクロン～
数１００ミクロンと微細であり、しかも色相毎に所定の配列で整然と配置されている。
【０００４】
緑色フィルタの製造には、着色剤として種々のフタロシアニン系化合物を使用することが
一般的であり、近年の高明度化、高色再現性の要求に対応して特許文献１ではアルミニウ
ムフタロシアニン顔料を用いたカラーフィルタ用着色組成物が提案されている。
【０００５】
　一方、顔料を分散したカラーフィルタは、顔料による光の散乱等により、液晶が制御し
た偏光度合いを乱してしまうという問題がある。すなわち、光を遮断しなければならない
とき（ＯＦＦ状態）に光が漏れたり、光を透過しなければならないとき（ＯＮ状態）に透
過光が減衰したりするため、ＯＮ状態とＯＦＦ状態における表示装置上の輝度の比（コン
トラスト比）が低いという問題がある。
【０００６】
　そこで近年、カラーフィルタの高コントラスト化を実現させるため、フィルタセグメン
ト中に含まれる顔料を微細化処理して用いられることが多い。しかし、単純に顔料（化学
反応により製造された粒子径が１０～１００μｍのクルードと呼ばれるものを、顔料化処
理により一次粒子とこれが凝集した二次粒子の混合物にまでしたものである）を様々な微
細化処理方法により微細化しても、一次粒子あるいは二次粒子の微細化が進行した顔料は
一般に凝集し易く、微細化が進行し過ぎた場合には巨大な塊状の顔料固形物を形成してし
まう。さらに、微細化の進行した顔料は、樹脂等を含有する顔料担体中へ分散させ、再び
顔料の二次粒子をなるべく一次粒子にまで近づけて安定化させようとしても、安定な着色
組成物を得ることは非常に困難である。
【０００７】
　そのため、例えば、微細な粒子からなる顔料を含む顔料組成物は往々にして高粘度を示
し、製品の分散機からの取り出しや輸送が困難となるばかりではなく、悪い場合は保存中
にゲル化を起こし、使用困難となることさえある。そこで、ブロック型構造（特許文献２
）や櫛形構造（特許文献３）を有する構造制御されたものや、特定構造を有するポリエス
テル分散剤等の樹脂型分散剤（特許文献４）等により、分散性、保存安定性に優れ、かつ
高コントラスト比を有する着色組成物の検討がされている。しかし、これらの樹脂型分散
剤を用いても、微細化が進み、表面積が増加している顔料からなる顔料組成物の保存安定



(4) JP 6682844 B2 2020.4.15

10

20

30

40

50

性、高コントラスト比を確保するには十分ではないのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１２－１５５２３１号公報
【特許文献２】特開２００２－３１７１３号公報
【特許文献３】特開平１１－１５１５号公報
【特許文献４】国際公開第２００８／００７７７６号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明の課題は、保存安定性が良好で、明度、コントラスト比に優れたカラーフィルタ用
着色組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、前記諸問題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、アルミニウムフタ
ロシアニン顔料とある特定の顔料吸着部位を有する分散剤を含有する着色組成物が、高明
度、高コントラスト比を示し、かつ、保存安定性に優れていることを見出し、この知見に
基づいて本発明をなしたものである。
【００１１】
　すなわち、本発明は着色剤（Ａ）、分散剤（Ｂ）、バインダー樹脂（Ｃ）、および溶剤
（Ｄ）を含有するカラーフィルタ用着色組成物であって、着色剤（Ａ）が下記一般式（１
）で表されるフタロシアニン化合物を含有し、分散剤（Ｂ）がアミノアルキル（メタ）ア
クリルアミド（ｂ1）に由来する構成単位を含む共重合体であることを特徴とするカラー
フィルタ用着色組成物に関する。
【化１】

　　　　
            一般式（１）
 
［式中、Ｘ１～Ｘ４はそれぞれ独立に、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有し
てもよいアリール基、置換基を有してもよいシクロアルキル基、置換基を有してもよい複
素環基、置換基を有してもよいアルコキシル基、置換基を有してもよいアリールオキシ基
、置換基を有してもよいアルキルチオ基、または、置換基を有してもよいアリールチオ基
を表す。
Ｙｌ～Ｙ４はそれぞれ独立に、ハロゲン原子、ニトロ基、置換基を有してもよいフタルイ
ミドメチル基、または、置換基を有してもよいスルファモイル基を表す。
Ｍ は、Ａｌを表す。
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Ｚは－ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ１Ｒ２を表し、ここでＲ１およびＲ２はそれぞれ独立に、水素原子
、水酸基、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基
を有してもよいアルコキシル基、または、置換基を有してもよいアリールオキシ基を表し
、Ｒ１、Ｒ２が互いに結合して環を形成しても良い。
ｍ１，ｍ２，ｍ３，ｍ４，ｎ１，ｎ２，ｎ３，およびｎ４は、それぞれ独立に、０～４の
整数を表し、ｍ１＋ｎ１，ｍ２＋ｎ２，ｍ３＋ｎ３，ｍ４＋ｎ４は、各々、０～４で、同
一でも異なっても良い。］
【００１２】
また、本発明は着色剤（Ａ）が、上記一般式（１）のｎ１，ｎ２，ｎ３，およびｎ４が０
であり、かつｍ１，ｍ２，ｍ３，およびｍ４が０、又は一つ以上が１以上であり、ｍ１，
ｍ２，ｍ３，およびｍ４の一つ以上が１以上である場合にはＹｌ～Ｙ４がハロゲン原子で
あることを特徴とする請求項１記載のカラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１３】
また、本発明は分散剤（Ｂ）の含有量が着色剤（Ａ）の含有量１００重量部に対して、５
～６０重量部であることを特徴とする上記カラーフィルタ用着色組成物に関する。
【００１４】
また、本発明はさらに光重合性単量体および／または光重合開始剤を含有することを特徴
とする上記カラーフィルタ用感光性着色組成物に関する。
【００１５】
少なくとも１つの赤色フィルタセグメント、少なくとも１つの緑色フィルタセグメントお
よび少なくとも１つの青色フィルタセグメントを備えるカラーフィルタにおいて、少なく
とも１つの緑色フィルタセグメントが、上記カラーフィルタ用着色組成物、もしくは上記
カラーフィルタ用感光性着色組成物により形成されてなるカラーフィルタに関する。
【発明の効果】
【００１６】
本発明のカラーフィルタ用着色組成物により、分散性、保存安定性が良好で、明度、コン
トラスト比に優れたカラーフィルタ用着色組成物、並びにそれを用いた光学特性が良いカ
ラーフィルタを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を詳細に説明する。
なお、本願では、「（メタ）アクリロイル」、「（メタ）アクリル」、「（メタ）アクリ
ル酸」、「（メタ）アクリレート」、又は「（メタ）アクリルアミド」と表記した場合に
は、特に説明がない限り、それぞれ、「アクリロイル及び／又はメタクリロイル」、「ア
クリル及び／又はメタクリル」、「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」、「アクリレー
ト及び／又はメタクリレート」、又は「アクリルアミド及び／又はメタクリルアミド」を
表すものとする。
　また、本明細書に挙げる「Ｃ．Ｉ．」は、カラーインデクッス（Ｃ．Ｉ．）を意味する
。
【００１８】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、着色剤（Ａ）、分散剤（Ｂ）、バインダー樹
脂（Ｃ）、および溶剤（Ｄ）を含有するカラーフィルタ用着色組成物であって、着色剤（
Ａ）が下記一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物を含有し、分散剤（Ｂ）がアミ
ノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）を含む共重合体であることを特徴とするカラ
ーフィルタ用着色組成物である。



(6) JP 6682844 B2 2020.4.15

10

20

30

40

50

【化１】

           一般式（１）
 
［式中、Ｘ１～Ｘ４はそれぞれ独立に、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有し
てもよいアリール基、置換基を有してもよいシクロアルキル基、置換基を有してもよい複
素環基、置換基を有してもよいアルコキシル基、置換基を有してもよいアリールオキシ基
、置換基を有してもよいアルキルチオ基、または、置換基を有してもよいアリールチオ基
を表す。
Ｙｌ～Ｙ４はそれぞれ独立に、ハロゲン原子、ニトロ基、置換基を有してもよいフタルイ
ミドメチル基、または、置換基を有してもよいスルファモイル基を表す。
Ｍ は、Ａｌを表す。
Ｚは－ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ１Ｒ２を表し、ここでＲ１およびＲ２はそれぞれ独立に、水素原子
、水酸基、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基
を有してもよいアルコキシル基、または、置換基を有してもよいアリールオキシ基を表し
、Ｒ１、Ｒ２が互いに結合して環を形成しても良い。
ｍ１，ｍ２，ｍ３，ｍ４，ｎ１，ｎ２，ｎ３，およびｎ４は、それぞれ独立に、０～４の
整数を表し、ｍ１＋ｎ１，ｍ２＋ｎ２，ｍ３＋ｎ３，ｍ４＋ｎ４は、各々、０～４で、同
一でも異なっても良い。］
【００１９】
＜着色剤（Ａ）＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物に用いられる着色剤としては、上記一般式（１）で
表されるフタロシアニン化合物を使用できる。
【００２０】
一般式（１）中、Ｘ１～Ｘ４は、同一でも異なっても良く、その具体例としては、置換基
を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよいシ
クロアルキル基、置換基を有してもよい複素環基、置換基を有してもよいアルコキシル基
、置換基を有してもよいアリールオキシ基、置換基を有してもよいアルキルチオ基、置換
基を有してもよいアリールチオ基が挙げられる。上記Ｘ１～Ｘ４が置換基を有する場合、
置換基は、同一でも異なっても良く、その具体例としては、フッ素、塩素、臭素などのハ
ロゲン基、アミノ基、水酸基、ニトロ基等の特性基の他、アルキル基、アリール基、シク
ロアルキル基、アルコキシル基、アリールオキシ基、アルキルチオ基、アリールチオ基等
を挙げることができる。また、これらの置換基は、複数あっても良い。
【００２１】
置換基を有してもよいアルキル基の「アルキル基」としては、メチル基、エチル基、プロ
ピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ネオペンチル
基、ｎ－へキシル基、ｎ－オクチル基、ステアリル基、２－エチルへキシル基等の直鎖又
は分岐アルキル基が挙げられ、「置換基を有するアルキル基」としては、トリクロロメチ
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ル基、トリフルオロメチル基、２，２，２－トリフルオロエチル基、２，２－ジブロモエ
チル基、２，２，３，３－テトラフルオロプロピル基、２－エトキシエチル基、２－ブト
キシエチル基、２－ニトロプロピル基、ベンジル基、４－メチルベンジル基、４－ｔｅｒ
ｔ－プチルベンジル基、４－メトキシベンジル基、４－ニトロベンジル基、２，４－ジク
ロロベンジル基等が挙げられる。
【００２２】
置換基を有してもよいアリール基の「アリール基」としては、フェニル基、ナフチル基、
アンスリル基等が挙げられ、「置換基を有するアリール基」としては、ｐ－メチルフェニ
ル基、ｐ－ブロモフェニル基、ｐ－ニトロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、２，４
－ジクロロフェニル基、ペンタフルオロフェニル基、２－アミノフェニル基、２－メチル
－４－クロロフェニル基、４－ヒドロキシ－１－ナフチル基、６－メチル－２－ナフチル
基、４，５，８－トリクロロ－２－ナフチル基、アントラキノニル基、２－アミノアント
ラキノニル基等が挙げられる。
【００２３】
置換基を有してもよいシクロアルキル基の「シクロアルキル基」としては、シクロペンチ
ル基、シクロへキシル基、アダマンチル基等が挙げられ、「置換基を有するシクロアルキ
ル基」としては、２，５－ジメチルシクロペンチル基、４－ｔｅｒｔ－プチルシクロヘキ
シル基等が挙げられる。
【００２４】
置換基を有してもよい複素環基の「複素環基」としては、ピリジル基、ピラジル基、ピペ
リジノ基、ピラニル基、モルホリノ基、アクリジニル基等が挙げられ、「置換基を有する
複素環基」としては、３－メチルピリジル基、Ｎ－メチルピペリジル基、Ｎ－メチルピロ
リル基等が挙げられる。
【００２５】
置換基を有してもよいアルコキシル基の「アルコキシル基」としては、メトキシ基、エト
キシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、イソブトキシ基、ｔｅｒｔ
－ブトキシ基、ネオペンチルオキシ基、２，３－ジメチル－３－ペンチルオキシ、ｎ－へ
キシルオキシ基、ｎ－オクチルオキシ基、ステアリルオキシ基、２－エチルへキシルオキ
シ基等の直鎖又は分岐アルコキシル基が挙げられ、「置換基を有するアルコキシル基」と
しては、トリクロロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基、２，２，２－トリフルオロエ
トキシ基、２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ基、２，２－ジトリフルオロメチ
ルプロポキシ基、２－エトキシエトキシ基、２－ブトキシエトキシ基、２－ニトロプロポ
キシ基、ベンジルオキシ基等が挙げられる。
【００２６】
置換基を有してもよいアリールオキシ基の「アリールオキシ基」としては、フェノキシ基
、ナフトキシ基、アンスリルオキシ基等が挙げられ、「置換基を有するアリールオキシ基
」としては、ｐ－メチルフェノキシ基、ｐ－ニトロフェノキシ基、ｐ－メトキシフェノキ
シ基、２，４－ジクロロフェノキシ基、ペンタフルオロフェノキシ基、２－メチル－４－
クロロフェノキシ基等が挙げられる。
【００２７】
置換基を有してもよいアルキルチオ基の「アルキルチオ基」としては、メチルチオ基、エ
チルチオ基、プロピルチオ基、ブチルチオ基、ペンチルチオ基、ヘキシルチオ基、オクチ
ルチオ基、デシルチオ基、ドデシルチオ基、オクタデシルチオ基等が挙げられ、「置換基
を有するアルキルチオ基」としては、メトキシエチルチオ基、アミノエチルチオ基、ベン
ジルアミノエチルチオ基、メチルカルボニルアミノエチルチオ基、フェニルカルボニルア
ミノエチルチオ基等が挙げられる。
【００２８】
置換基を有してもよいアリールチオ基の「アリールチオ基」としては、フェニルチオ基、
１－ナフチルチオ基、２－ナフチルチオ基、９－アンスリルチオ基等が挙げられ、「置換
基を有するアリールチオ基」としては、クロロフェニルチオ基、トリフルオロメチルフェ
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ニルチオ基、シアノフェニルチオ基、ニトロフェニルチオ基、２－アミノフェニルチオ基
、２－ヒドロキシフェニルチオ基等が挙げられる。
【００２９】
次に、Ｙｌ～Ｙ４の具体例としては、ハロゲン原子、ニトロ基、置換基を有してもよいフ
タルイミドメチル基（Ｃ６Ｈ４（ＣＯ）２Ｎ－ＣＨ２－）、スルファモイル基（Ｈ２ＮＳ
Ｏ２－）が挙げられる。また、置換基を有するフタルイミドメチル基とは、フタルイミド
メチル基中の水素原子が置換基により置換された構造を表し、置換基を有するスルファモ
イル基とは、スルファモイル基中の水素原子が置換基により置換された構造を表す。好ま
しいＹは、ハロゲン原子及びスルファモイル基である。ハロゲン原子としては、フッ素、
塩素、臭素、ヨウ素が挙げられる。明度の観点から特に塩素、臭素が好ましい。置換基を
有してもよいフタルイミドメチル基、および、置換基を有してもよいスルファモイルル基
の「置換基」としては、Ｘ１～Ｘ４の置換基と同義である。
【００３０】
Ｚは、－ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ１Ｒ２で表され、ここで、Ｒ１，Ｒ２は、各々、水素原子、水酸
基、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基を有し
てもよいアルコキシル基、置換基を有してもよいアリールオキシ基を表し、Ｒ１，Ｒ２が
互いに結合して環を形成しても良い。
【００３１】
ここで、Ｒ１およびＲ２におけるアルキル基としては、メチル基、エチル基、プロピル基
、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ネオペンチル基、ｎ
－へキシル基、ｎ－オクチル基、ステアリル基、２－エチルへキシル基等の直鎖又は分岐
アルキル基が挙げられ、アルキル基が置換基を有するアルキル基である場合の置換基とし
ては、塩素、フッ素、臭素等のハロゲン原子、メトキシ基等のアルコキシル基、フェニル
基、トリル基等の芳香族基、ニトロ基などがある。また、置換基は、複数あっても良い。
置換基を有するアルキル基としては、例えば、トリクロロメチル基、トリフルオロメチル
基、２，２，２－トリフルオロエチル基、２，２－ジブロモエチル基、２－エトキシエチ
ル基、２－ブトキシエチル基、２－ニトロプロピル基、べンジル基、４－メチルべンジル
基、４－ｔｅｒｔ－ブチルべンジル基、４－メトキシべンジル基、４－ニトロべンジル基
、２，４－ジクロロべンジル基等が挙げられる。
【００３２】
Ｒ１およびＲ２におけるアリール基としては、フェニル基、ナフチル基、アンスリル基等
があり、アリール基が置換基を有する場合の置換基としては、塩素、フッ素、臭素等のハ
ロゲン原子、アルキル基、アルコキシル基、アミノ基、ニトロ基等がある。また、置換基
は、複数あっても良い。置換基を有するアリール基には、例えば、ｐ－トリル基、ｐ－ブ
ロモフェニル基、ｐ－ニトロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、２，４－ジクロロフ
ェニル基、ペンタフルオロフェニル基、２－ジメチルアミノフェニル基、２－メチル－４
－クロロフェニル基、４－メトキシ－１－ナフチル基、６－メチル－２－ナフチル基、４
，５，８－トリクロロ－２－ナフチル基、アントラキノニル基等がある。
【００３３】
Ｒ１およびＲ２におけるアルコキシル基としては、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ
基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、イソブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ネオ
ペンチルオキシ基、２，３－ジメチル－３－ペンチルオキシ基、ｎ－へキシルオキシ基、
ｎ－オクチルオキシ基、ステアリルオキシ基、２－エチルへキシルオキシ基等の直鎖又は
分岐アルコキシル基が挙げられ、置換基を有するアルコキシル基の置換基としては、塩素
、フッ素、臭素等のハロゲン原子、アルコキシル基、フェニル基、トリル基等のアリール
基、ニトロ基などがある。また、置換基は、複数あっても良い。置換基を有するアルコキ
シル基としては、例えば、トリクロロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基、２，２，２
－トリフルオロエトキシ基、２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ基、２，２－ジ
トリフルオロメチルプロポキシ基、２－エトキシエトキシ基、２－ブトキシエトキシ基、
２－ニトロプロポキシ基、ベンジルオキシ基等がある。
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【００３４】
Ｒ１およびＲ２におけるアリールオキシ基としては、フェノキシ基、ナフタルオキシ基、
アンスリルオキシ基等があり、アリールオキシ基が置換基を有する場合の置換基としては
、塩素、フッ素、臭素等のハロゲン原子、アルキル基、アルコキシル基、アミノ基、ニト
ロ基等がある。また、置換基は、複数あっても良い。置換基を有するアリールオキシ基に
は、例えば、ｐ－メチルフェノキシ基、ｐ－ニトロフェノキシ基、ｐ－メトキシフェノキ
シ基、２，４－ジクロロフェノキシ基、ペンタフルオロフェノキシ基、２－メチル－４－
クロロフェノキシ基等がある。
【００３５】
本発明で用いられる、一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物としては、分散性や
色特性の観点から、Ｒ１，Ｒ２のうちの少なくとも１つが、置換基を有してもよいアリー
ル基又は置換基を有してもよいアリールオキシ基であることが好ましい。より、好ましく
は、Ｒ１，Ｒ２がいずれもアリール基、またはアリールオキシ基である。さらに、好まし
くは、Ｒ１，Ｒ２がいずれもフェニル基、またはフェノキシ基である。
【００３６】
本発明における、一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物の代表的な例として、下
記に示すフタロシアニン化合物（ａ）～（ｒ）等が挙げられるが、本発明は、これらに限
定されるものではない。
【００３７】
【化３】

 
【００３８】
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【化４】

【００３９】
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【００４０】
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【化６】

【００４１】
（黄色色素）
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、さらに色度を調製するため等に、本発明の効
果を損なわない範囲で黄色色素を含有してもよい。黄色色素としては、特に制限はないが
、一般的には、黄色染料又は黄色顔料が挙げられる。
【００４２】
黄色染料としては、アゾ染料、アゾ金属錯塩染料、アントラキノン染料、インジゴ染料、
チオインジゴ染料、フタロシアニン染料、ジフェニルメタン染料、トリフェニルメタン染
料、キサンテン染料、チアジン染料、カチオン染料、シアニン染料、ニトロ染料、キノリ
ン染料、ナフトキノン染料、オキサジン染料が挙げられる。
【００４３】
したがって、黄色染料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．アシッド　イエロー　２，３、４、５
、６、７、８、９、９：１、１０、１１、１１：１、１２、１３、１４、１５、１６、１
７、１７：１、１８、２０、２１、２２、２３、２５、２６、２７、２９、３０、３１、
３３、３４、３６、３８、３９、４０、４０：１、４１、４２、４２：１、４３、４４、
４６、４８、５１、５３、５５、５６、６０、６３、６５、６６、６７、６８、６９、７
２、７６、８２、８３、８４、８６、８７、９０、９４、１０５、１１５、１１７、１２
２、１２７、１３１、１３２、１３６、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４
６、１４９、１５３、１５９、１６６、１６８、１６９，１７２、１７４、１７５、１７
８、１８０、１８３、１８７、１８８、１８９、１９０、１９１、１９２、１９９等が挙
げられる。
【００４４】
また、Ｃ．Ｉ．ダイレクト　イエロー １、２、４、５、１２、１３、１５、２０、２４
、２５、２６、３２、３３、３４、３５、４１、４２、４４、４４：１、４５、４６、４
８、４９、５０、５１、６１、６６、６７、６９、７０、７１、７２、７３、７４、８１
、８４、８６、９０、９１、９２、９５、１０７、１１０、１１７、１１８、１１９、１
２０、１２１、１２６、１２７、１２９、１３２、１３３、１３４等も挙げられる。
【００４５】
また、Ｃ．Ｉ．ベーシック　イエロー １、２、５、１１、１３、１４、１５、１９、２
１、２４、２５、２８、２９、３７、４０、４５、４９、５１、５７、７９、８７、９０
、９６、１０３、１０５、１０６等が挙げられる。
【００４６】
また、Ｃ．Ｉ．ソルベント　イエロー ２、３、４、７、８、１０、１１、１２、１３、
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１４、１５、１６、１８、１９、２１、２２、２５、２７、２８、２９、３０、３２、３
３、３４、４０、４２、４３、４４、４５、４７、４８、５６、６２、６４、６８、６９
、７１、７２、７３、７７、７９、８１、８２、８３、８５、８８、８９、９０、９３、
９４、９８、１０４、１０７、１１４、１１６、１１７、１２４、１３０、１３１、１３
３、１３５、１３８、１４１、１４３、１４５、１４６、１４７、１５７、１６０、１６
２、１６３、１６７、１７２、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８１、１８
２、１８３、１８４、１８５、１８６、１８７、１８８、１９０、１９１、１９２、１９
４、１９５等も挙げられる。
【００４７】
また、Ｃ．Ｉ．ディスパーズ　イエロー １、２、３、５、７、８、１０、１１、１３、
１３、２３、２７、３３、３４、４２、４５、４８、５１、５４、５６、５９、６０、６
３、６４、６７、７０、７７、７９、８２、８５、８８、９３、９９、１１４、１１８、
１１９、１２２、１２３、１２４、１２６、１６３、１８４、１８４：１、２０２、２１
１、２２９、２３１、２３２、２３３、２４１、２４５、２４６、２４７、２４８、２４
９、２５０、２５１等が挙げられる。
【００４８】
黄色顔料としては、有機または無機の顔料を、単独でまたは２種類以上混合して用いるこ
とができ、発色性が高く、且つ耐熱性の高い顔料、特に耐熱分解性の高い顔料が好ましく
、通常は有機顔料が用いられる。有機顔料としては、一般に市販されているものを用いる
ことができ、所望とするフィルタセグメントの色相に応じて、天然色素、無機顔料を併用
することができる。
【００４９】
以下に、上記着色組成物に使用可能な黄色有機顔料の具体例を示す。黄色顔料としては、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー １、２、３、４、５、６、１０、１１、１２、１３、１４
、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３
６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６
５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１
０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１
１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１
３７、１３８、１３９、１４７、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１
５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１
７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１
８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９８、１９９、２１３、２１４、２１８、２
１９、２２０、２２１、または特許第４９９３０２６号公報に記載のキノフタロン系顔料
等の黄色顔料を用いることができる。特にフィルタセグメントの耐熱性、耐光性、および
明度の観点からＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、１３９、１５０、１８５、特許第４
９９３０２６号公報に記載のキノフタロン系顔料が好ましい。これらの黄色色素は所望と
する色特性に応じて単独または２種類以上を混合して使用することができる。
【００５０】
（緑色色素および青色色素）
また、本発明のカラーフィルタ用着色組成物は色相の調整の目的で、緑色色素および青色
色素を添加することもできる。緑色色素としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン
７、１０、３６、３７、５８、５９、特開２００８－１９３８３号公報、特開２００７－
３２０９８６号公報、特開２００４－７０３４２号公報等に記載の亜鉛フタロシアニン顔
料等を用いることができる。また、青色色素としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブル
ー１、１：２、９、１４、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、
１６、２２、６０、６４、特開２００４－３３３８１７号公報、特許第４８９３８５９号
公報等に記載のアルミニウムフタロシアニン顔料等を用いることができる。
【００５１】
（着色剤の微細化）
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本発明のカラーフィルタ用着色組成物に用いられる着色剤としては、高い明度および高い
コントラストを得るため、必要に応じてソルトミリング処理等により、着色剤粒子の微細
化を施すことにより、カラーフィルタ用着色剤として好適に使用することができる。着色
剤の一次粒子径は、着色剤担体中への分散性を高めるために、１０ｎｍ以上であることが
好ましい。また、コントラストが高いフィルタセグメントを得るためには、８０ｎｍ以下
であることが好ましい。特に好ましい範囲は、２０～６０ｎｍの範囲である。
【００５２】
ソルトミリング処理とは、着色剤と水溶性無機塩と水溶性有機溶剤との混合物を、ニーダ
ー、２本ロールミル、３本ロールミル、ボールミル、アトライター、サンドミル等の混練
機を用いて、加熱しながら機械的に混練した後、水洗により水溶性無機塩と水溶性有機溶
剤を除去する処理である。水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリ
ング時に無機塩の硬度の高さを利用して着色剤が破砕される。着色剤をソルトミリング処
理する際の条件を最適化することにより、一次粒子径が非常に微細であり、また、分布の
幅がせまく、シャープな粒度分布をもつ着色剤を得ることができる。
【００５３】
　水溶性無機塩としては、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、硫酸ナトリウ
ム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用いるのが好まし
い。水溶性無機塩は、処理効率と生産効率の両面から、顔料の全重量を基準（１００重量
％）として、５０～２０００重量％用いることが好ましく、３００～１０００重量％用い
ることが最も好ましい。
【００５４】
　水溶性有機溶剤は、着色剤及び水溶性無機塩を湿潤する働きをするものであり、水に溶
解（混和）し、かつ用いる無機塩を実質的に溶解しないものであれば特に限定されない。
ただし、ソルトミリング時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態になるため、安全性の
点から、沸点１２０℃以上の高沸点のものが好ましい。そのようなものとしては、例えば
、２－メトキシエタノール、２－ブトキシエタノール、２－（イソペンチルオキシ）エタ
ノール、２－（ヘキシルオキシ）エタノール、ジエチレングリコール、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリ
コール、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、液状のポリエチレングリコール、
１－メトキシ－２－プロパノール、１－エトキシ－２－プロパノール、ジプロピレングリ
コール、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチ
ルエーテル、液状のポリプロピレングリコール等が用いられる。これら水溶性有機溶剤は
、着色剤の全重量を基準（１００重量％）として、５～１０００重量％用いることが好ま
しく、５０～５００重量％用いることが最も好ましい。
【００５５】
着色剤をソルトミリング処理する際には、必要に応じて樹脂を添加してもよい。ここで、
用いられる樹脂の種類は特に限定されず、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂
で変性された合成樹脂等を用いることができる。用いられる樹脂は、室温で固体であり、
水不溶性であることが好ましく、かつ上記水溶性有機溶剤に一部可溶であることがさらに
好ましい。樹脂の使用量は、着色剤の全重量を基準（１００重量％）として、２～２００
重量％の範囲であることが好ましい。
【００５６】
＜分散剤（Ｂ）＞　
一般に、分散剤は着色剤に吸着する部位と、着色剤担体及び分散媒である溶剤に親和性の
高い部位との構造を持ち合わせ、この２つの部位のバランスで分散剤の性能が決まる。つ
まり、分散性を発現させるためには、分散剤の着色剤に吸着する性能と着色剤担体及び分
散媒である溶剤への親和性がともに非常に重要である。ここで言う着色剤担体とは、固形
分から着色剤成分と分散剤を除いた、樹脂及びその前駆体又はそれらの混合物からなる。
本発明では顔料表面が酸性である一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物に対して
、塩基性度の高いアミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）に由来する構成単位を
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含む共重合体の分散剤を使用することで、顔料に対して分散剤が強固に吸着するため高い
コントラスト比を示し、経時で分散剤が顔料から離れにくいため良好な粘度安定性を示す
。
【００５７】
本発明のカラーフィルタ用着色組成物に用いられる分散剤は、アミノアルキル（メタ）ア
クリルアミド（ｂ1）に由来する構成単位を含む共重合体であることを特徴とする。
【００５８】
（アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1））
アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）としては、例えば、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミ
ノメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノブ
チル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ,Ｎ－ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジエチルアミノブチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル－Ｎ－エチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ,Ｎ－ジプロピルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジブチルアミノエチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジブチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ,Ｎ－ジブチルアミノブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジヘキシルアミノエチル
（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジヘキシルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ,Ｎ－ジオクチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等のアミノアルキル（メタ）
アクリルアミド化合物等を挙げることができる。
【００５９】
　これらの中でも、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジ
エチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ,Ｎ－ジオクチルアミノプロピル（メ
タ）アクリルアミド等が特に好ましい。
【００６０】
本発明のカラーフィルタ用着色組成物に用いられる分散剤は、アミノアルキル（メタ）ア
クリルアミド（ｂ1）と、その他のエチレン性不飽和単量体（ｂ2）を共重合することがで
きる。
【００６１】
（その他のエチレン性不飽和単量体（ｂ2））
　アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）以外のエチレン性不飽和単量体（ｂ2）
としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プ
ロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）
アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２
－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２，２
，４－トリメチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、４－ｔ－ブチルシクロヘキシル
（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレー
ト、イソボルニル（メタ）アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレート、ジシクロ
ペンテニル（メタ）アクリレート、ジシクロぺンテニルオキシエチル（メタ）アクリレー
ト、トリシクロ－（５，２，１，０，２．６）－デカニル（メタ）アクリレート、トリシ
クロ－（５，２，１，０，２．６）－デカニルオキシエチル（メタ）アクリレート等の脂
肪族エチレン性不飽和単量体類；フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アク
リレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（
メタ）アクリレート、ロジンアクリレート等の芳香族エチレン性不飽和単量体類；１－（
ｔ－ブチルアミノ）エチル（メタ）アクリレート、２－（ｔ－ブチルアミノ）エチル（メ
タ）アクリレート、テトラメチルピペリジル（メタ）アクリレート等のアミノ基含有エチ
レン性不飽和単量体類；グリシジル（メタ）アクリレート、メチルグリシジル（メタ）ア
クリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートグリシジエーテル、３，４－エ
ポキシブチル（メタ）アクリレート、３－メチル－３，４－エポキシブチル（メタ）アク
リレート、３－エチル－３，４－エポキシブチル（メタ）アクリレート、４－メチル－４
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，５－エポキシペンチル（メタ）アクリレート、５－メチル－５，６－エポキシヘキシル
（メタ）アクリレート、α－エチルアクリル酸グリシジル、アリルグリシジルエーテル、
クロトニルグリシジルエール、（イソ）クロトン酸グリシジルエーテル、（３，４－エポ
キシシクロヘキシル）メチル（メタ）アクリレート、Ｎ－（３，５－ジメチル－４－グリ
シジル）ベンジルアクリルアミド、ｏ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、ｍ－ビニル
ベンジルグリシジルエーテル、ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、α－メチル－ｏ
－ビニルベンジルグリシジルエーテル、α－メチル－ｍ－ビニルベンジルグリシジルエー
テル、α－メチル－ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、２，３－ジグリシジルオキ
シメチルスチレン、２，４－ジグリシジルオキシメチルスチレン、２，５－ジグリシジル
オキシメチルスチレン、２，６－ジグリシジルオキシメチルスチレン、２，３，４－トリ
グリシジルオキシメチルスチレン、２，３，５－トリグリシジルオキシメチルスチレン、
２，３，６－トリグリシジルオキシメチルスチレン、３，４，５－トリグリシジルオキシ
メチルスチレン、２，４，６－トリグリシジルオキシメチルスチレン等のエポキシ基含有
エチレン性不飽和単量体；オキセタン（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリール
（メタ）アクリレート、（２－エチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン－４－イル）
メチル（メタ）アクリレート、１，４－ジオキサスピロ［４，５］デカ－２－イル）メチ
ル（メタ）アクリレート、２－メタクリロイルオキシ－γ－ブチロラクトン、３－メタク
リロイルオキシ－γ－ブチロラクトン、５－メタクリロイルオキシ－２，６－ノルボルナ
ンカルボラクトン、β－メタクリロイルオキシ－β－メチル－δ－バレロラクトン、β－
メタクリロイルオキシ－β－メチル－γ－ブチロラクトン、２－（１－メタクリロイルオ
キシ）エチル－４－ブタノリド、Ｎ－（メタ）アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフ
タルイミド等の複素環式エチレン性不飽和単量体類；ポリエチレングリコール（メタ）ア
クリレート、ポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレング
リコール（メタ）アクリレート、メトキシポリプロピレングリコール（メタ）アクリレー
ト、エトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、エトキシポリプロピレング
リコール（メタ）アクリレート等のポリアルキレングリコール含有エチレン性不飽和単量
体類；（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチル
（メタ）アクリルアミド、イソブチル（メタ）アクリルアミド、ｔ－ブチル（メタ）アク
リルアミド、ｔ－オクチル（メタ）アクリルアミド、２－ヒドロキシエチルアクリルアミ
ド、ダイアセトン（メタ）アクリルアミド、アクリロイルモルホリン等の非置換もしくは
Ｎ置換型（メタ）アクリルアミド類；Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレー
ト、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアミノ基含有（メタ）アク
リレート類；（メタ）アクリロニトリル等のニトリル類；片末端メタクリロイル化ポリメ
チルメタクリレートオリゴマー、片末端メタクリロイル化ポリスチレンオリゴマー、およ
び片末端メタクリロイル化ポリエチレングリコール等の重合性オリゴマー等が挙げられる
。
【００６２】
さらに、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレン、クロロメチルスチレ
ン、ビニルトルエン、インデン等のスチレン類；エチルビニルエーテル、ｎ－プロピルビ
ニルエーテル、イソプロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、イソブチルビ
ニルエーテル等のビニルエーテル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等の脂肪酸ビニル
類；Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ
－フェニルマレイミド等のＮ置換マレイミド類が挙げられる。
【００６３】
　分散剤（Ｂ）のアミン価（固形分換算）は、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ～２２０ｍｇＫＯＨ／
ｇが好ましく、４０ｍｇＫＯＨ／ｇ～１８０ｍｇＫＯＨ／ｇがより好ましい。
　アミン価は、アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ１）と、その他のエチレン性
不飽和単量体（ｂ２）を共重合する場合の（ｂ１）の含有量と、分子量とにより適宜調整
することが可能である。例えば、（ｂ１）が、ＤＭＡＰＡＡ（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプ
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ロピルアクリルアミド、重量平均分子量Ｍｗ＝１５６．２）の場合、（ｂ１）＋（ｂ２）
における（ｂ１）の含有量は、５～６５重量％が好ましく、１０～５０重量％がより好ま
しい範囲である。
【００６４】
　アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）に由来する構成単位を含む分散剤（Ｂ
）の含有量は、着色剤（Ａ）の含有量１００重量部に対して、５～６０重量部であること
が好ましい。粘度安定性の観点から５重量部以上が好ましく。加熱焼成後の明度の観点か
ら６０重量部以下が好ましい。
【００６５】
本発明の分散剤（B）は、アミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）と、その他のエ
チレン性不飽和単量体（ｂ2）を共重合する場合、ランダム共重合、ブロック共重合、グ
ラフト共重合のいずれかにより製造することができ、コントラスト比、明度の観点からブ
ロック共重合が好ましい。
【００６６】
ブロック共重合による製造は、以下に示すリビング重合法を用いることができる。ここで
リビング重合とは、一般的なラジカル重合に起こる副反応が抑制され、さらには重合の成
長が均一に起こるため、容易にブロックポリマーや分子量の揃った樹脂を合成する重合方
法である。重合時に添加する重合開始剤とビニル系モノマーとの仕込み比によって、重合
体の分子量やブロック共重合するモノマーの比率を自由にコントロールできる。
【００６７】
アミンオキシドラジカルの解離と結合を利用するニトロキサイド法（Nitroxide mediated
 polymerization ：ＮＭＰ法）（参考文献１参照）。銅やルテニウム、ニッケル、鉄など
の重金属、そして、それと錯体を形成するリガンドを使用して、ハロゲン化合物を開始化
合物として重合する原子移動ラジカル重合（Atom transfer radical polymerization ：
ＡＴＲＰ法）（参考文献２、参考文献３、及び、参考文献４参照）。ジチオカルボン酸エ
ステルやザンテート化合物などを開始化合物として、付加重合性モノマーとラジカル開始
剤を使用して重合する可逆的付加解裂型連鎖移動重合（Reversible addition- fragmenta
tion chain transfer ：ＲＡＦＴ法）（参考文献５参照）や、Macromolecular Designvia
 Interchange of Xanthate （ＭＡＤＩＸ法）（参考文献６参照）。有機テルルや有機ビ
スマス、有機アンチモン、ハロゲン化アンチモン、有機ゲルマニウム、ハロゲン化ゲルマ
ニウムなどの重金属を用いる方法（Degenerative transfer ：ＤＴ法）（参考文献７、及
び、参考文献８参照）。テルル原子と炭素との結合の熱解離（thermaldissociation）と
退化的連鎖移動（degenerativetransfer）の二つの過程を取ることで重合を制御する有機
テルル媒体リビングラジカル重合（Organotellurium－mediatedlivingradicalpolymeriza
tion：ＴＥＲＰ法）（参考文献９参照）。
【００６８】
（参考文献１）Ｃｈｅｍｉｃａｌ  Ｒｅｖｉｅｗ  (２００１)１０１，３６６１
（参考文献２）特表２０００－５００５１６号公報
（参考文献３）特表２０００－５１４４７９号公報
（参考文献４）Ｃｈｅｍｉｃａｌ  Ｒｅｖｉｅｗ  (２００１)１０１，３６８９
（参考文献５）特表２０００－５１５１８１号公報
（参考文献６）国際公開第１９９９－０５０９９号パンフレット参照
（参考文献７）特開２００７－２７７５３３号公報
（参考文献８）Ｊｏｕｒｎａｌ  ｏｆ  Ａｍｅｒｉｃａｎ  Ｃｈｅｍｉｃａｌ  Ｓｏｃｉ
ｅｔｙ  （２００２）１２４，２８７４
（参考文献９）特開２００４－３２３６９３ 
【００６９】
＜バインダー樹脂（Ｃ）＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物に含まれるバインダー樹脂としては、従来公知の
熱可塑性樹脂、および熱硬化性樹脂が挙げられる。
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【００７０】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン
酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、ビニ
ル系樹脂、アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム
系樹脂、セルロース類、ポリエチレン（ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ）、ポリブタジエン、及びポ
リイミド樹脂等が挙げられる。
【００７１】
　カラーフィルタ用着色組成物には、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域にお
いて分光透過率が好ましくは８０％以上、より好ましくは９５％以上の樹脂であることが
好ましい。また、アルカリ現像型着色レジストの形態で用いる場合には、酸性基含有エチ
レン性不飽和単量体を共重合したアルカリ可溶性樹脂を用いることが好ましい。また、さ
らに光感度を向上させるために、エチレン性不飽和活性二重結合を有するエネルギー線硬
化性樹脂を用いることもできる。
【００７２】
　酸性基含有エチレン性不飽和モノマーを共重合したアルカリ可溶性樹脂としては、例え
ば、カルボキシル基、スルホン基等の酸性基を有する樹脂が挙げられる。アルカリ可溶性
樹脂として具体的には、酸性基を有するアクリル樹脂、α－オレフィン／（無水）マレイ
ン酸共重合体、スチレン／スチレンスルホン酸共重合体、エチレン／（メタ）アクリル酸
共重合体、又はイソブチレン／（無水）マレイン酸共重合体等が挙げられる。中でも、酸
性基を有するアクリル樹脂、及びスチレン／スチレンスルホン酸共重合体から選ばれる少
なくとも１種の樹脂、特に酸性基を有するアクリル樹脂は、耐熱性、透明性が高いため、
好適に用いられる。
【００７３】
　エチレン性不飽和活性二重結合を有するエネルギー線硬化性樹脂としては、水酸基、カ
ルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する高分子にイソシアネート基、アルデ
ヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を有する（メタ）アクリル化合物やケイヒ酸を反応
させて、（メタ）アクリロイル基、スチリル基等の光架橋性基を該高分子に導入した樹脂
が用いられる。又、スチレン－無水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無水マレイン
酸共重合物等の酸無水物を含む高分子をヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水
酸基を有する（メタ）アクリル化合物によりハーフエステル化したものも用いられる。
【００７４】
　熱可塑性樹脂として、アルカリ可溶性能とエネルギー線硬化性能とを併せもつものも、
カラーフィルタ用感光性着色組成物として好ましい。
【００７５】
　上記熱可塑性樹脂を構成するモノマーとして以下のものが挙げられる。例えば、メチル
（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレー
ト、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル
（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート
、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、イソ
ボルニル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アク
リレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェノキシジエチレングリコール（
メタ）アクリレート、メトキシポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、又はエ
トキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート類、
【００７６】
　あるいは、（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，
Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、ダイ
アセトン（メタ）アクリルアミド、又はアクリロイルモルホリン等の（メタ）アクリルア
ミド類、スチレン、又はα－メチルスチレン等のスチレン類、エチルビニルエーテル、ｎ
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－プロピルビニルエーテル、イソプロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、
又はイソブチルビニルエーテル等のビニルエーテル類、酢酸ビニル、又はプロピオン酸ビ
ニル等の脂肪酸ビニル類が挙げられる。
【００７７】
　あるいは、シクロヘキシルマレイミド、フェニルマレイミド、メチルマレイミド、エチ
ルマレイミド、１，２－ビスマレイミドエタン１，６－ビスマレイミドヘキサン、３－マ
レイミドプロピオン酸、６，７－メチレンジオキシ－４－メチル－３－マレイミドクマリ
ン、４，４’－ビスマレイミドジフェニルメタン、ビス（３－エチル－５－メチル－４－
マレイミドフェニル）メタン、Ｎ，Ｎ’－１，３－フェニレンジマレイミド、Ｎ，Ｎ’－
１，４－フェニレンジマレイミド、Ｎ－（１－ピレニル）マレイミド、Ｎ－（２，４，６
－トリクロロフェニル）マレイミド、Ｎ－（４－アミノフェニル）マレイミド、Ｎ－（４
－ニトロフェニル）マレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、Ｎ－ブロモメチル－２，３－
ジクロロマレイミド、Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドベンゾエート、Ｎ－スクシ
ンイミジル－３－マレイミドプロピオナート、Ｎ－スクシンイミジル－４－マレイミドブ
チラート、Ｎ－スクシンイミジル－６－マレイミドヘキサノアート、Ｎ－［４－（２－ベ
ンゾイミダゾリル）フェニル］マレイミド、９－マレイミドアクリジン等のＮ-置換マレ
イミド類が挙げられる。
【００７８】
　特に、Ｎ-置換マレイミド由来の構成単位を有することが好ましく、なかでも耐熱性の
点からシクロヘキシルマレイミド、メチルマレイミド、エチルマレイミド、１，２－ビス
マレイミドエタンが好ましく、特にシクロヘキシルマレイミドが好ましい。
【００７９】
　熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マ
レイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、及びフェノール樹脂
等が挙げられる。
【００８０】
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、熱硬化性樹脂を含むとさらに耐熱性の面で好
ましく、例えば、なかでも、エポキシ樹脂、メラミン樹脂がより好適に使用出来、特にメ
ラミン樹脂がより好ましく、なかでも、メチロールイミノ基を有するメラミン化合物また
はその縮合物がさらに好ましい。
【００８１】
　熱硬化性樹脂は、着色剤１００重量部に対し、５～６０重量部の範囲で添加することが
好ましい。１０重量部未満であると耐熱性・耐光性向上への効果が小さくなり、６０重量
部を超えるとアルカリ現像の際の現像性悪化のため好ましくない。
【００８２】
　バインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、着色剤を好ましく分散させるためには、
５，０００～１００，０００の範囲が好ましく、より好ましくは８，０００～５０，００
０の範囲である。また数平均分子量（Ｍｎ）は２，５００～５０，０００の範囲が好まし
く、Ｍｗ／Ｍｎの値は１０以下であることが好ましい。
【００８３】
　ここで重量平均分子量（Ｍｗ）、数平均分子量（Ｍｎ）は、東ソー株式会社製ゲルパー
ミエイションクロマトグラフィー「ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ」において、分離カラムを４
本直列に繋ぎ、充填剤には順に東ソー株式会社製「ＴＳＫ－ＧＥＬ ＳＵＰＥＲ Ｈ５００
０」、「Ｈ４０００」、「Ｈ３０００」、及び「Ｈ２０００」を用い、移動相にテトラヒ
ドロフランを用いて測定したポリスチレン換算分子量である。
【００８４】
　バインダー樹脂は、分散性、現像性、及び耐熱性の観点から、着色剤吸着基及び現像時
のアルカリ可溶基として働くカルボキシル基、着色剤担体及び有機溶剤に対する親和性基
として働く脂肪族基及び芳香族基のバランスが、分散性、現像性、さらには耐久性にとっ
て重要であり、酸価２０～３００ｍｇＫＯＨ／ｇの樹脂を用いることが好ましい。酸価が
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、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満では、現像液に対する溶解性が悪く、微細パターン形成するの
が困難である。３００ｍｇＫＯＨ／ｇを超えると、微細パターンが残らなくなる。
【００８５】
バインダー樹脂は、着色剤の全重量を基準として、２０～５００重量％の量で用いること
ができる。３０重量％未満では、成膜性及び諸耐性が不十分となり、５００重量％より多
いと着色剤濃度が低く、色特性を発現できない。
【００８６】
＜溶剤（Ｄ）＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物に用いられる有機溶剤は、着色剤を充分に着色剤担
体中に分散、浸透させ、ガラス基板等の基板上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように
塗布してフィルタセグメントを形成することを容易にするために用いられる。
【００８７】
有機溶剤としては、例えば乳酸エチル、ベンジルアルコール、１，２，３－トリクロロプ
ロパン、１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコール、１，３－ブチレングリ
コールジアセテート、１，４－ジオキサン、２－ヘプタノン、２－メチル－１，３－プロ
パンジオール、３，５，５－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－オン、３，３，５－
トリメチルシクロヘキサノン、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－１，３－
ブタンジオール、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール、３－メトキシ－３－メチ
ルブチルアセテート、３－メトキシブタノール、３－メトキシブチルアセテート、４－ヘ
プタノン、ｍ－キシレン、ｍ－ジエチルベンゼン、ｍ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ｎ－ブチルアルコール、ｎ－ブチル
ベンゼン、ｎ－プロピルアセテート、ｏ－キシレン、ｏ－クロロトルエン、ｏ－ジエチル
ベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、ｐ－クロロトルエン、ｐ－ジエチルベンゼン、ｓｅｃ
－ブチルベンゼン、ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン、γ－ブチロラクトン、イソブチルアルコ
ール、イソホロン、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブチル
エーテル、エチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノエチ
ルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモ
ノターシャリーブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリ
コールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチ
レングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジイソブチルケトン、ジエチレングリコー
ルジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールモ
ノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチ
レングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
ト、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、シクロヘキサノール、シクロヘキサノー
ルアセテート、シクロヘキサノン、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、ジプロピ
レングリコールメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル
、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエ
ーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ダイアセトンアルコール、トリア
セチン、トリプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノ
メチルエーテル、プロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールフェニルエ
ーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオネー
ト、ベンジルアルコール、メチルイソブチルケトン、メチルシクロヘキサノール、酢酸ｎ
－アミル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、酢酸プロピル、二塩基酸
エステル等が挙げられる。
【００８８】
中でも、本発明における、一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物の分散が良好な
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ことから、乳酸エチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノメチルエーテルア
セテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート等のグリコールアセテート
類、ベンジルアルコール等の芳香族アルコール類やシクロヘキサノン等のケトン類を用い
ることが好ましい。
【００８９】
有機溶剤は、１種を単独で、若しくは２種以上を混合して用いることができる。また有機
溶剤は、着色組成物を適正な粘度に調節し、目的とする均一な膜厚のフィルタセグメント
を形成できることから、着色剤の全重量を基準（１００重量％）として、５００～４００
０重量％の量で用いることが好ましい。
【００９０】
＜着色組成物の製造方法＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、少なくとも一般式（１）で表されるフタロシア
ニン化合物、バインダー樹脂、および有機溶剤を混合したものを、三本ロールミル、二本
ロールミル、サンドミル、ニーダー、またはアトライター等の各種分散機を用いて分散し
て製造することができる。また、本発明の着色組成物は、着色剤を別々にバインダー樹脂
および有機溶剤中に分散したものを混合して製造することもできる。
【００９１】
このように、分散機を用いて着色剤をバインダー樹脂に分散すると、分散が進むにつれ分
散粒径は小さくなり、透明性が増し、コントラスト比は上昇するため、分散粒径は小さく
なるほどよく、一般的に、３００ｎｍくらいから良好なコントラスト比が得られるように
なる。一方、分散が進行し、分散粒径が小さくなると分散体の粘度が上昇し、かつチキソ
トロピック性が大きくなる傾向がみられる。カラーフィルタ用感光性着色組成物として用
いる場合には、薄膜塗布されかつ塗膜表面が平滑であることが要求されるため、低粘度で
かつニュートニアンフローであることが要求される。このため、通常の使用に好ましい粘
度やチキソトロピック性を考慮すると、分散粒径を１００ｎｍ程度に抑えることが好まし
い。このように、平均一次粒子径が１００ｎｍ以下の着色剤を用い、分散粒子の平均粒径
を５０ｎｍから１５０ｎｍの範囲内となるように分散度合いを制御することにより、粘度
上昇およびチキソトロピック性が最小限に抑えられ、コントラスト比が非常に高い着色剤
分散体を得ることができる。
【００９２】
＜粗大粒子の除去＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、遠心分離、あるいは、焼結フィルタやメンブレ
ンフィルタ等を用いた濾過によって、５μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗
大粒子、さらに好ましくは０．５μｍ以上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うこと
が好ましい。このように着色組成物は、実質的に０．５μｍ以上の粒子を含まないことが
好ましい。より好ましくは０．３μｍ以下の粒子を含まないことが好ましい。
【００９３】
＜カラーフィルタ用感光性着色組成物＞
本発明のカラーフィルタ用着色組成物は、さらに光重合性単量体および／または光重合開
始剤を添加し、カラーフィルタ用感光性着色組成物として使用することができる。
【００９４】
＜光重合性単量体＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物に添加することができる光重合性単量体には、紫
外線や熱などにより硬化して透明樹脂を生成するモノマーもしくはオリゴマーが含まれ、
これらを単独で、または２種以上混合して用いることができる。モノマーの配合量は、着
色剤の全重量を基準（１００重量％）として、５～４００重量％であることが好ましく、
光硬化性および現像性の観点から１０～３００重量％であることがより好ましい。
【００９５】
　紫外線や熱などにより硬化して透明樹脂を生成するモノマー、オリゴマーとしては、例
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えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチ
ル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレング
リコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，
６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡ
ジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエ
ーテルジ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アク
リレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル
、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステルお
よびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエ
チルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリ
ビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられるが、必ずしもこれらに限
定されるものではない。
【００９６】
＜光重合開始剤＞
本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物は、該組成物を紫外線照射により硬化させ、
フォトリソグラフ法によりフィルタセグメントを形成する場合、光重合開始剤等を加えて
溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色レジスト材の形態で調製することができる。光重
合開始剤を使用する際の配合量は、着色剤の全量を基準として、２～２００重量％である
ことが好ましく、光硬化性および現像性の観点から５～１５０重量％であることがより好
ましい。
【００９７】
光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジク
ロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）－
２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニ
ルケトン、２－メチル－１－[４－（メチルチオ）フェニル]－２－モルフォリノプロパン
－１－オン、２－（ジメチルアミノ）－２－[（４－メチルフェニル）メチル]－１－[４
－（４－モルフォリニル）フェニル]－１－ブタノン、または２－ベンジル－２－ジメチ
ルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系
化合物；ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイ
ンイソプロピルエーテル、またはベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系化合物；ベ
ンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェニルベンゾフ
ェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’
－メチルジフェニルサルファイド、または３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパー
オキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；チオキサントン、２－
クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、２，
４－ジイソプロピルチオキサントン、または２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキ
サントン系化合物；２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－
ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリル－ｓ－トリアジン
、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２
－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、または２，４－
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トリクロロメチル－（４’－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系化合
物；１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオ
キシム）〕、またはＯ－（アセチル）－Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－２－（４’－
メトキシ－ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化合物；
ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、または２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物
；９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノ
ン系化合物；　ボレート系化合物；　カルバゾール系化合物；イミダゾール系化合物；あ
るいは、チタノセン系化合物等が用いられる。
【００９８】
これらの光重合開始剤は１種または必要に応じて任意の比率で２種以上混合して用いるこ
とができる。これらの光重合開始剤は、カラーフィルタ用着色組成物中の着色剤の全量を
基準(１００重量％)として、２～２００重量％であることが好ましく、光硬化性および現
像性の観点から５～１５０重量％であることがより好ましい。
【００９９】
＜増感剤＞
さらに、本発明のカラーフィルタ用感光性着色組成物には、増感剤を含有させることがで
きる。
【０１００】
増感剤としては、カルコン誘導体、ジベンザルアセトン等に代表される不飽和ケトン類、
ベンジルやカンファーキノン等に代表される１，２－ジケトン誘導体、ベンゾイン誘導体
、フルオレン誘導体、ナフトキノン誘導体、アントラキノン誘導体、キサンテン誘導体、
チオキサンテン誘導体、キサントン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、ケ
トクマリン誘導体、シアニン誘導体、メロシアニン誘導体、オキソノ－ル誘導体等のポリ
メチン色素、アクリジン誘導体、アジン誘導体、チアジン誘導体、オキサジン誘導体、イ
ンドリン誘導体、アズレン誘導体、アズレニウム誘導体、スクアリリウム誘導体、ポルフ
ィリン誘導体、テトラフェニルポルフィリン誘導体、トリアリールメタン誘導体、テトラ
ベンゾポルフィリン誘導体、テトラピラジノポルフィラジン誘導体、フタロシアニン誘導
体、テトラアザポルフィラジン誘導体、テトラキノキサリロポルフィラジン誘導体、ナフ
タロシアニン誘導体、サブフタロシアニン誘導体、ピリリウム誘導体、チオピリリウム誘
導体、テトラフィリン誘導体、アヌレン誘導体、スピロピラン誘導体、スピロオキサジン
誘導体、チオスピロピラン誘導体、金属アレーン錯体、有機ルテニウム錯体、またはミヒ
ラーケトン誘導体、α－アシロキシエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフ
ェニルグリオキシレート、ベンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノ
ン、エチルアンスラキノン、４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’または４
，４’－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチ
ルアミノベンゾフェノン等が挙げられる。
【０１０１】
さらに具体的には、大河原信ら編、「色素ハンドブック」（１９８６年、講談社）、大河
原信ら編、「機能性色素の化学」（１９８１年、シーエムシー）、池森忠三朗ら編、及び
「特殊機能材料」（１９８６年、シーエムシー）に記載の増感剤が挙げられるがこれらに
限定されるものではない。また、その他、紫外から近赤外域にかけての光に対して吸収を
示す増感剤を含有させることもできる。
【０１０２】
増感剤は、必要に応じて任意の比率で２種以上用いても構わない。増感剤を使用する際の
配合量は、着色組成物中に含まれる光重合開始剤の全重量を基準（１００重量％）として
、３～６０重量％であることが好ましく、光硬化性、現像性の観点から５～５０重量％で
あることがより好ましい。
【０１０３】
＜アミン系化合物＞　
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また、本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、溶存している酸素を還元する働きのあ
るアミン系化合物を含有させることができる。
【０１０４】
このようなアミン系化合物としては、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン
、トリイソプロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミ
ノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミ
ノエチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、及びＮ，Ｎ－ジメチルパラ
トルイジン等が挙げられる。
【０１０５】
＜レベリング剤＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、透明基板上での組成物のレベリング性を良
くするため、レベリング剤を添加することが好ましい。レベリング剤としては、主鎖にポ
リエーテル構造またはポリエステル構造を有するジメチルシロキサンが好ましい。主鎖に
ポリエーテル構造を有するジメチルシロキサンの具体例としては、東レ・ダウコーニング
社製ＦＺ－２１２２、ビックケミー社製ＢＹＫ－３３３などが挙げられる。主鎖にポリエ
ステル構造を有するジメチルシロキサンの具体例としては、ビックケミー社製ＢＹＫ－３
１０、ＢＹＫ－３７０などが挙げられる。主鎖にポリエーテル構造を有するジメチルシロ
キサンと、主鎖にポリエステル構造を有するジメチルシロキサンとは、併用することもで
きる。レベリング剤の含有量は通常、着色組成物の全重量を基準（１００重量％）として
、０．００３～０．５重量％用いることが好ましい。
【０１０６】
　レベリング剤として特に好ましいものとしては、分子内に疎水基と親水基を有するいわ
ゆる界面活性剤の一種で、親水基を有しながらも水に対する溶解性が小さく、着色組成物
に添加した場合、その表面張力低下能が低いという特徴を有し、さらに表面張力低下能が
低いにも拘らずガラス板への濡れ性が良好なものが有用であり、泡立ちによる塗膜の欠陥
が出現しない添加量において十分に帯電性を抑止できるものが好ましく使用できる。この
ような好ましい特性を有するレベリング剤として、ポリアルキレンオキサイド単位を有す
るジメチルポリシロキサンが好ましく使用できる。ポリアルキレンオキサイド単位として
は、ポリエチレンオキサイド単位、ポリプロピレンオキサイド単位があり、ジメチルポリ
シロキサンは、ポリエチレンオキサイド単位とポリプロピレンオキサイド単位とを共に有
していてもよい。
【０１０７】
　また、ポリアルキレンオキサイド単位のジメチルポリシロキサンとの結合形態は、ポリ
アルキレンオキサイド単位がジメチルポリシロキサンの繰り返し単位中に結合したペンダ
ント型、ジメチルポリシロキサンの末端に結合した末端変性型、ジメチルポリシロキサン
と交互に繰り返し結合した直鎖状のブロックコポリマー型のいずれであってもよい。ポリ
アルキレンオキサイド単位を有するジメチルポリシロキサンは、東レ・ダウコーニング株
式会社から市販されており、例えば、ＦＺ－２１１０、ＦＺ－２１２２、ＦＺ－２１３０
、ＦＺ－２１６６、ＦＺ－２１９１、ＦＺ－２２０３、ＦＺ－２２０７が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。
【０１０８】
　レベリング剤には、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、または両性の界面活性剤を
補助的に加えることも可能である。界面活性剤は、２種以上混合して使用しても構わない
。
【０１０９】
　レベリング剤に補助的に加えるアニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸
共重合体のアルカリ塩、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニル
エーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン、
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ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体のモ
ノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどが挙げら
れる。
【０１１０】
　レベリング剤に補助的に加えるカオチン性界面活性剤としては、アルキル４級アンモニ
ウム塩やそれらのエチレンオキサイド付加物が挙げられる。レベリング剤に補助的に加え
るノニオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート
、ポリエチレングリコールモノラウレートなどの；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン
などのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤、また、フッ素系
やシリコーン系の界面活性剤が挙げられる。
【０１１１】
＜硬化剤、硬化促進剤＞
　また本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、熱硬化性樹脂の硬化を補助するため、
必要に応じて、硬化剤、硬化促進剤などを含んでいてもよい。硬化剤としては、フェノー
ル系樹脂、アミン系化合物、酸無水物、活性エステル、カルボン酸系化合物、スルホン酸
系化合物などが有効であるが、特にこれらに限定されるものではなく、熱硬化性樹脂と反
応し得るものであれば、いずれの硬化剤を使用してもよい。また、これらの中でも、１分
子内に２個以上のフェノール性水酸基を有する化合物、アミン系硬化剤が好ましく挙げら
れる。前記硬化促進剤としては、例えば、アミン化合物（例えば、ジシアンジアミド、ベ
ンジルジメチルアミン、４－（ジメチルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４
－メトキシ－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、４－メチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジル
アミン等）、４級アンモニウム塩化合物（例えば、トリエチルベンジルアンモニウムクロ
リド等）、ブロックイソシアネート化合物（例えば、ジメチルアミン等）、イミダゾール
誘導体二環式アミジン化合物及びその塩（例えば、イミダゾール、２－メチルイミダゾー
ル、２－エチルイミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール、２－フェニルイミ
ダゾール、４－フェニルイミダゾール、１－シアノエチル－２－フェニルイミダゾール、
１－（２－シアノエチル）－２－エチル－４－メチルイミダゾール等）、リン化合物（例
えば、トリフェニルホスフィン等）、グアナミン化合物（例えば、メラミン、グアナミン
、アセトグアナミン、ベンゾグアナミン等）、Ｓ－トリアジン誘導体（例えば、２，４－
ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－２，４－ジ
アミノ－Ｓ－トリアジン、２－ビニル－４，６－ジアミノ－Ｓ－トリアジン・イソシアヌ
ル酸付加物、２，４－ジアミノ－６－メタクリロイルオキシエチル－Ｓ－トリアジン・イ
ソシアヌル酸付加物等）などを用いることができる。これらは１種単独で使用してもよく
、２種以上を併用してもよい。前記硬化促進剤の含有量としては、熱硬化性樹脂全量に対
し、０．０１～１５重量％が好ましい。
【０１１２】
＜その他の添加剤成分＞
　本発明のカラーフィルタ用着色組成物には、組成物の経時粘度を安定化させるために貯
蔵安定剤を含有させることができる。また、透明基板との密着性を高めるためにシランカ
ップリング剤等の密着向上剤を含有させることもできる。
【０１１３】
　貯蔵安定剤としては、例えば、ベンジルトリメチルクロライド、ジエチルヒドロキシア
ミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸などの有機酸およびそのメチル
エーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホスフィン、テトラフェニルフォス
フィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる。貯蔵安定剤は、着色剤の全量
を基準（１００重量％）として、０．１～１０重量％の量で用いることができる。
【０１１４】
　密着向上剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニルエトキシ
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シラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメ
トキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等のエポキシ
シラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（ア
ミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミ
ノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、γ－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメトキシシラ
ン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン類、γ－メ
ルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシシラン等の
チオシラン類等のシランカップリング剤が挙げられる。密着向上剤は、着色組成物中の着
色剤の全量を基準（１００重量％）として、０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５
～５重量％の量で用いることができる。
【０１１５】
＜カラーフィルタ＞
次に、本発明のカラーフィルタについて説明する。本発明のカラーフィルタは、本発明の
カラーフィルタ用着色組成物を用いて形成されたフィルタセグメントを具備するものであ
る。カラーフィルタとしては、赤色フィルタセグメント、緑色フィルタセグメント、およ
び青色フィルタセグメントを具備するものが挙げられ、前記フィルタセグメントは、スピ
ンコート方式あるいはダイコート方式によってカラーフィルタ用感光性着色組成物を塗布
したのち、紫外線等の活性エネルギー線を照射してフィルタセグメントとなる部分を硬化
し、ついで現像することにより、基板上に形成される。
【０１１６】
本発明により製造されるカラーフィルタ用着色組成物は、緑色のフィルタセグメントの形
成に用いられ、それ以外の各色のフィルタセグメントは、従来用いられる赤色感光性着色
組成物、青色感光性着色組成物を用いて形成することができる。
【０１１７】
本発明におけるカラーフィルタ用感光性着色組成物以外の各色感光性着色組成物としては
、各色着色剤、前記樹脂、前記光重合性組成物等を含有する通常の各感光性着色組成物を
用いて形成することができる。
【０１１８】
赤色フィルタセグメントは、赤色顔料と顔料担体を含む通常の赤色着色組成物を用いて形
成することができる。赤色着色組成物には、例えばＣ．Ｉ．ピグメント レッド  １、２
、３、４、５、６、７、８、９、１０、１４、１７、２２、２３、３１、３８、４１、４
８：１、４８：２、４８：３、４８：４、５７：１、８１、８１：１、８１：２、８１：
３、８１：４、８３、８８、９０、１０５、１１２、１１９、１２２、１２３、１４４、
１４６、１４９、１５０、１５５、１６６、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８４、１８５、１８７、１８８、１９０、
２００、２０２、２０６、２０８、２０９、２１０、２１６、２２０、２２１、２２４、
２２６、２４２、２４６、２５４、２５５、２６４、２６９、２７０、２７２、２７３、
２７４，２７６、２７７、２７８、２７９、２８０、２８１、２８２、２８３、２８４、
２８５、２８６、２８７、または特表２０１１－５２３４３３号公報に記載のジケトピロ
ロピロール顔料、特開２０１２－２２９３４４号公報、特開２０１３－１６１０２６号公
報に記載のアゾ顔料等が挙げられるが、特にこれらに限定されない。また赤色を呈する塩
基性染料、酸性染料の造塩化合物を使用することもできる。
【０１１９】
また赤色着色組成物には、Ｃ．Ｉ．ピグメント オレンジ　３８、４３、７１、又は７３
等の橙色顔料及び／またはＣ．Ｉ．ピグメント イエロー　１、２、３、４、５、６、１
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０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２４、３１、３２、３４、３５、３５
：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、
６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、９３、９４、９５、９７、９８、１
００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１
１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２６、１２７、１２８、１２９、１
３８、１３９、１４７、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１
６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１
７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１
８７、１８８、１９３、１９４、１９８、１９９、２１３、又は２１４等の黄色顔料を併
用することができる。
【０１２０】
青色着色組成物には、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメント ブルー １５、１５：１、１５：２、
１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４等の青色顔料が用いられ、また
、Ｃ．Ｉ．ピグメント バイオレット １、１９、２３、２７、２９、３０、３２、３７、
４０、４２、５０等の紫色顔料を併用することができる。また青色や紫色を呈する塩基性
染料、酸性染料の造塩化合物を使用することもできる。
【０１２１】
透明基板としては、ソーダ石灰ガラス、低アルカリ硼珪酸ガラス、無アルカリアルミノ硼
珪酸ガラスなどのガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレ
ンテレフタレートなどの樹脂板が用いられる。また、ガラス板や樹脂板の表面には、パネ
ル化後の液晶駆動のために、酸化インジウム、酸化錫などからなる透明電極が形成されて
いてもよい。
【０１２２】
＜カラーフィルタの製造方法＞
本発明のカラーフィルタは、印刷法またはフォトリソグラフィー法により、製造すること
ができる。
【０１２３】
印刷法によるフィルタセグメントの形成は、印刷インキとして調製した着色組成物の印刷
と乾燥を繰り返すだけでパターン化ができるため、カラーフィルタの製造法としては、低
コストであり、かつ量産性に優れている。さらに、印刷技術の発展により高い寸法精度お
よび平滑度を有する微細パターンの印刷を行うことができる。印刷を行うためには、印刷
の版上にて、あるいはブランケット上にてインキが乾燥、固化しないような組成とするこ
とが好ましい。また、印刷機上でのインキの流動性制御も重要であり、分散剤や体質顔料
によってインキ粘度の調整も行うことができる。
【０１２４】
フォトリソグラフィー法によりフィルタセグメントを形成する場合は、上記溶剤現像型あ
るいはアルカリ現像型着色レジスト材として調製した感光性着色組成物を、透明基板上に
、スプレーコートやスピンコート、スリットコート、ロールコート等の塗布方法により、
乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布する。必要により乾燥された膜には、この膜
と接触あるいは非接触状態で設けられた所定のパターンを有するマスクを通して紫外線露
光を行う。その後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するかもしくはスプレーなどにより
現像液を噴霧して未硬化部を除去して所望のパターンを形成したのち、同様の操作を他色
について繰り返してカラーフィルタを製造することができる。さらに、着色レジスト材の
重合を促進するため、必要に応じて加熱を施すこともできる。フォトリソグラフィー法に
よれば、上記印刷法より精度の高いカラーフィルタが製造できる。
【０１２５】
現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液が
使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いるこ
ともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
なお、紫外線露光感度を上げるために、上記着色レジスト材を塗布乾燥後、水溶性あるい
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し酸素による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる。
【０１２６】
本発明のカラーフィルタは、上記方法の他に電着法、転写法などにより製造することがで
きるが、本発明のカラーフィルタ用着色組成物はいずれの方法にも用いることができる。
なお、電着法は、基板上に形成した透明導電膜を利用して、コロイド粒子の電気泳動によ
り各色フィルタセグメントを透明導電膜の上に電着形成することでカラーフィルタを製造
する方法である。また、転写法は剥離性の転写ベースシートの表面に、あらかじめフィル
タセグメントを形成しておき、このフィルタセグメントを所望の基板に転写させる方法で
ある。
【０１２７】
透明基板あるいは反射基板上に各色フィルタセグメントを形成する前に、あらかじめブラ
ックマトリクスを形成することができる。ブラックマトリクスとしては、クロムやクロム
／酸化クロムの多層膜、窒化チタニウムなどの無機膜や、遮光剤を分散した樹脂膜が用い
られるが、これらに限定されない。また、前記の透明基板あるいは反射基板上に薄膜トラ
ンジスター（ＴＦＴ）をあらかじめ形成しておき、その後に各色フィルタセグメントを形
成することもできる。また本発明のカラーフィルタ上には、必要に応じてオーバーコート
膜や透明導電膜などが形成される。
【実施例】
【０１２８】
以下に、本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明はこれによって限定されるもので
はない。なお、実施例及び比較例中、「部」とは「重量部」を意味する。また、「ＰＧＭ
ＡＣ」とはプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを意味する。
【０１２９】
アミン価は、ＡＳＴＭ　Ｄ　２０７４の方法に準拠し、測定した全アミン価（ｍｇＫＯＨ
／ｇ）を固形分換算した値である。
 
【０１３０】
＜微細化処理顔料の製造方法＞
【０１３１】
（微細化顔料（ＰＢ－３））
反応容器中でｎ－アミルアルコール１２５０部に、フタロジニトリル２２５部、塩化アル
ミニウム無水物７８部を添加し、攪拌した。これに、ＤＢＵ（１，８－Ｄｉａｚａｂｉｃ
ｙｃｌｏ[５．４．０]ｕｎｄｅｃ－７－ｅｎｅ）２６６部を加え、昇温し、１３６℃で５
時間還流させた。攪拌したまま３０℃まで冷却した反応溶液を、メタノール５０００部、
水１００００部の混合溶媒中へ、攪拌下注入し、青色のスラリーを得た。このスラリーを
濾過し、メタノール２０００部、水４０００部の混合溶媒で洗浄し、乾燥して、１３５部
のクロロアルミニウムフタロシアニンを得た。さらに、反応容器中でクロロアルミニウム
フタロシアニン１００部をゆっくり濃硫酸１２００部に、室温にて加えた。４０℃、３時
間撹拌して、３℃の冷水２４０００部に硫酸溶液を注入した。青色の析出物をろ過、水洗
、乾燥して、下記式（５３）で表されるアルミニウムフタロシアニン顔料を１０２部得た
。
【０１３２】
式（５３）
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【化２１】

【０１３３】
反応容器中でメタノール１０００部に、式（５３）で表されるアルミニウムフタロシアニ
ン顔料を１００部とリン酸ジフェニルを４９．５部とを加え、４０℃に加熱し、８時間反
応させた。これを室温まで冷却後、生成物をろ過し、メタノールで洗浄後、乾燥させて、
下記式（５４）で表されるアルミニウムフタロシアニン顔料１１４部を得た。
【０１３４】
式（５４）
【化２２】

【０１３５】
続いて、式（５４）で表わされるアルミニウムフタロシアニン顔料を１００部と、塩化ナ
トリウムを１２００部と、ジエチレングリコール１２０部とをステンレス製１ガロンニー
ダー（井上製作所製）に仕込み、７０℃で６時間混練した。この混練物を３０００部の温
水に投入し、７０℃に加熱しながら１時間撹拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返
して塩化ナトリウムおよびジエチレングリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、微
細化顔料（ＰＢ－３）を得た。平均一次粒子径は３１.２ｎｍであった。
【０１３６】
（微細化顔料（ＰＢ－７））　　
三つ口フラスコに、９８％硫酸５００部、下記式（５８）で表されるフタロシアニン顔料
５０部、１,２－ジブロモ－５,５－ジメチルヒダントイン（ＤＢＤＭＨ）１０４．４部を
加え撹拌し、２０℃、４時間、反応させた。その後、３℃の氷水５０００部に上記反応混
合物を注入し、析出した固体をろ取し、水洗した。ビーカーに２．５％水酸化ナトリウム
水溶液５００部、ろ取した残渣を加え、８０℃、１時間撹拌した。その後、この混合物を
ろ取、水洗、乾燥して、フタロシアニン環に臭素原子が平均で８．０個置換された顔料を
得た。
【０１３７】
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、得られたフタロシアニン環に
臭素原子が平均で８．０個置換された顔料を５０部およびリン酸ジフェニル１８．２部を
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タノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（５９）で表されるフタロシアニン顔料（ＰＢ－
７）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は２７ｎｍであった。
【０１３８】
式（５８）
【化２６】

式（５９）
【化２７】

【０１３９】
（微細化顔料（ＰＢ－８））
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、（ＰＢ－７）で作製したフタ
ロシアニン環に臭素原子が平均で８．０個置換された顔料を５０部およびジフェニルホス
フィン酸１３．８部を加え、９０℃に加熱し、８時間反応させた。これを室温まで冷却後
、生成物をろ過し、メタノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（６０）で表されるフタロ
シアニン顔料（ＰＢ－８）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は３１ｎｍであ
った。
 
式（６０）
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【化２８】

【０１４０】
（微細化顔料（ＰＢ－９））
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、（ＰＢ－７）で作製したフタ
ロシアニン環に臭素原子が平均で８．０個置換された顔料を５０部およびリン酸ビス（４
－ニトロフェニル）２１．５部を加え、９０℃に加熱し、８時間反応させた。これを室温
まで冷却後、生成物をろ過し、メタノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（６１）で表さ
れるフタロシアニン顔料（ＰＢ－９）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は３
２ｎｍであった。
 
式（６１）

【化２９】

【０１４１】
（微細化顔料（ＰＢ－１０））
三つ口フラスコに、９８％硫酸５００部、式（５８）で表されるフタロシアニン顔料５０
部、１,２－ジブロモ－５,５－ジメチルヒダントイン（ＤＢＤＭＨ）１２９．３部を加え
撹拌し、２０℃、６時間、反応させた。その後、３℃の氷水５０００部に上記反応混合物
を注入し、析出した固体をろ取し、水洗した。ビーカーに２．５％水酸化ナトリウム水溶
液５００部、ろ取した残渣を加え、８０℃、１時間撹拌した。その後、この混合物をろ取
、水洗、乾燥して、フタロシアニン環に臭素原子が平均で１０．１個置換された顔料を得
た。
【０１４２】
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、得られたフタロシアニン環に
臭素原子が平均で１０．１個置換された顔料を５０部およびリン酸ジフェニル１３．９部
を加え、９０℃に加熱し、８時間反応させた。これを室温まで冷却後、生成物をろ過し、
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メタノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（６２）で表されるフタロシアニン顔料（ＰＢ
－１０）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は２７ｎｍであった。
 
式（６２）
【化３０】

 
【０１４３】
（微細化顔料（ＰＢ－１１））
　臭化アルミニウム２０３部、臭化ナトリウム４７部および臭化第二鉄５部を加温して溶
融し、１４０℃で式（５８）で表されるフタロシアニン顔料５０部を加えた。１６０℃に
昇温して臭素２１５．４部を吹き込みながら、１６０℃にて７時間反応させた。３℃の氷
水２５００部に上記反応混合物を注入し、析出した固体をろ取し、水洗した。残渣を１％
塩酸水溶液、温水、１％水酸化ナトリウム水溶液洗、温水の順で洗浄し、その後、乾燥し
て臭素化アルミニウムフタロシアニン９８部を得た。得られた粗製臭素化アルミニウムフ
タロシアニンを濃硫酸９８０部に溶解し、５０℃で３時間撹拌した。その後、３℃の氷水
９８００部に上記硫酸溶液を注入し、析出した固体をろ取、水洗し、乾燥させた。次いで
ビーカーに２．５％水酸化ナトリウム水溶液５００部、ろ取した残渣を加え、８０℃、１
時間撹拌した。その後、この混合物をろ取、水洗、乾燥して、フタロシアニン環に臭素原
子が平均で１５．０個置換された顔料を得た。
 
【０１４４】
次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、得られたフタロシアニン環に
臭素原子が平均で１５．０個置換された顔料を５０部およびリン酸ジフェニル１０．８部
を加え、９０℃に加熱し、８時間反応させた。これを室温まで冷却後、生成物をろ過し、
メタノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（６３）で表されるフタロシアニン顔料（ＰＢ
－１１）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は３１ｎｍであった。

式（６３）
【化３１】
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【０１４５】
（微細化顔料（ＰＢ－１２））
三つ口フラスコに、塩化アルミニウム２５０部、塩化ナトリウム６０部、ヨウ素２．２５
部加え１５０℃、３０分間撹拌した。そこへ、式（５３）で表されるアルミニウムフタロ
シアニン顔料５０部加え、１５５℃、３０分間撹拌し、溶解させた。さらにトリクロロイ
ソシアヌル酸５８．５部加え、１９０℃、５時間撹拌した。その後、３℃の氷水５０００
部に上記反応混合物を注入し、析出した固体をろ取し、水洗した。ビーカーに２．５％水
酸化ナトリウム水溶液５００部、ろ取した残渣を加え、８０℃、１時間撹拌した。その後
、この混合物をろ取、水洗、乾燥して、フタロシアニン環に塩素原子が平均で８．１個置
換された顔料を得た。
【０１４６】
　次に、３口フラスコに、Ｎ－メチルピロリドンを５００部、得られたフタロシアニン環
に臭素原子が平均で１１．９個置換された顔料を５０部およびリン酸ジフェニル２２．６
部を加え、９０℃に加熱し、８時間反応させた。これを室温まで冷却後、生成物をろ過し
、メタノールで洗浄後、乾燥させて、下記式（６４）で表されるフタロシアニン顔料（Ｐ
Ｂ－１２）を得た。得られた着色剤の体積平均一次粒子径は２９ｎｍであった。
 
式（６４）
【化３２】

【０１４７】
（微細化顔料（ＰＧ－２））
　フタロシアニン系緑色顔料Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８（ＤＩＣ社製「ＦＡＳＴＧ
ＥＮ ＧＲＥＥＮ Ａ１１０」）を１００部、塩化ナトリウム１２００部、およびジエチレ
ングリコール１２０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、７０
℃で６時間混練した。この混練物を３０００部の温水に投入し、７０℃に加熱しながら１
時間撹拌してスラリー状とし、濾過、水洗を繰り返して塩化ナトリウムおよびジエチレン
グリコールを除いた後、８０℃で一昼夜乾燥し、微細化顔料（ＰＧ－２）９７部を得た。
平均一次粒子径は２８.２ｎｍであった。
【０１４８】
（微細化顔料（ＰＹ－１））
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８（ＰＹ１３８）（ＢＡＳＦ社製「パリオトールイエ
ローＫ０９６０－ＨＤ」）１００部、塩化ナトリウム７００部、およびジエチレングリコ
ール１８０部をステンレス製１ガロンニーダー（井上製作所製）に仕込み、８０℃で６時
間混練した。この混合物を温水２０００部に投入し、８０℃に加熱しながら１時間攪拌し
てスラリー状とし、濾過、水洗をくりかえして食塩および溶剤を除いた後、８０℃で一昼
夜乾燥し、９５部の微細化顔料（ＰＹ－１）を得た。平均一次粒子径は４０．２ｎｍであ
った。
【０１４９】
＜色素誘導体の製造方法＞
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【０１５０】
（色素誘導体１）
特許第４５８５７８１号公報に記載の合成方法に従い、色素誘導体（１）を得た。
【０１５１】
色素誘導体（１）
【化１５】

 
【０１５２】
＜分散剤の製造方法＞
【０１５３】
　製造した分散剤の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＲＩ検出器を装備したゲルパーミエーシ
ョンクロマトグラフィー（ＧＰＣ）で測定した。装置としてＨＬＣ－８３２０ＧＰＣ（東
ソー株式会社製）を用い、分離カラムを３本直列に繋ぎ、充填剤には順に東ソー株式会社
製「ＴＳＫ－ＧＥＬ ＳＵＰＥＲ ＡＷ－４０００」、「ＡＷ－３０００」、及び「ＡＷ－
２０００」を用い、オーブン温度４０℃、溶離液として３０ｍＭトリエチルアミン及び１
０ｍＭ　ＬｉＢｒのＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド溶液を用い、流速０．６ｍｌ/ｍｉｎ
で測定した。サンプルは上記溶離液からなる溶剤に１ｗｔ％の濃度で調製し、５０マイク
ロリットル注入した。分子量はいずれもポリスチレン換算値である。
【０１５４】
（分散剤（B－１））
ガス導入管、コンデンサー、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応装置に、ＡＩＢＮ（２
，２’－アゾビスイソブチロニトリル）４．０部及びプロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート１３３部を仕込み、引き続きエチルアクリレート８．０部、メチルメタ
クリレート４７．９部、ｎ－ブチルメタクリレート２３．９部、及び、２，２，６，６，
－テトラメチル－１－ピペリジニルオキシラジカル（ＴＥＭＰＯ）５．０部を仕込んで、
３０分間窒素置換した。その後ゆるやかに攪拌して、反応溶液の温度を８０℃に上昇させ
、この温度を１２時間保持してリビングラジカル重合を行った。
　次いで、この反応溶液に、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリルアミド２０．２部
を溶解させ３０分間窒素置換し、８０℃で１２時間リビングラジカル重合を行った。
室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して
不揮発分を測定し、先に合成した分散剤に不揮発分が５０重量％になるようにプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテートを添加して分散剤（B－１）を調製した。
ＧＰＣ測定の結果、ポリマーのＭｗ７９００であった。このようにして、固形分当たりの
アミン価が７４ｍｇＫＯＨ／ｇの分散剤（B－１）を得た
【０１５５】
（分散剤（B－２～１４））
　表１に記載した原料と配合量を用いた以外は分散剤（B－１）と同様にして合成を行い
、分散剤（B－２～１４）を得た。それぞれのアミン価、重量平均分子量は表１に記載の
通りであった。
（分散剤（B－１５））
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温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラスコ
にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２３３部を仕込み、８０℃に昇温
し、フラスコ内を窒素置換した後、滴下管より、エチルアクリレート８．０部、メチルメ
タクリレート４７．９部、ｎ－ブチルメタクリレート２３．９部、Ｎ,Ｎ－ジメチルアミ
ノプロピルアクリルアミド２０．２部及び２，２’－アゾビスイソブチロニトリル４．０
部の混合物を２時間かけて滴下した。滴下終了後、更に３時間、８０℃で加熱攪拌を継続
し、分散剤を得た。
室温まで冷却した後、バインダー樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加
熱乾燥して不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が５０重量％になるよう
にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加して分散剤（B－１５）を
調製した。この分散剤（B－１５）は、ＧＰＣの測定の結果、重量平均分子量（Ｍｗ）が
８０００であった。
 
【表１】

表１の各略号は以下のとおりである。
DMAPAA ：Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリルアミド
LA－８２      ：1,2,2,6,6-ペンタメチル-4-ピペリジルメタクリレート
DMAPMA ：Ｎ,Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド
DM            ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート
EA            ：エチルアクリレート
MMA           ：メチルメタクリレート
ｎ－BMA       ：ｎ－ブチルメタクリレート
HEMA          ：2-ヒドロキシエチルメタクリレート
MAA           ：メタクリル酸
 
【０１５６】
＜バインダー樹脂の製造方法＞
製造したバインダー樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、ＲＩ検出器を装備したゲルパーミ
エーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）で測定した。装置としてＨＬＣ－８２２０ＧＰ
Ｃ（東ソー株式会社製）を用い、分離カラムを２本直列に繋ぎ、両方の充填剤には「ＴＳ
Ｋ－ＧＥＬ　ＳＵＰＥＲ　ＨＺＭ－Ｎ」を２連でつなげて使用し、オーブン温度４０℃、
溶離液としてＴＨＦ溶液を用い、流速０．３５ｍｌ/ｍｉｎで測定した。サンプルは１ｗ
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ｔ％の上記溶離液からなる溶剤に溶解し、２０マイクロリットル注入した。分子量はいず
れもポリスチレン換算値である。
（バインダー樹脂（C－１））
ガス導入管、コンデンサー、攪拌翼、及び温度計を備え付けた反応槽に、メチルメタク
リレート１４０部、エチルアクリレート４０部、メタクリル酸２０部、メトキシプロピル
アセテート４０部を仕込み、窒素ガスで置換した。反応容器内を８０℃に加熱して、３‐
メルカプト‐１，２‐プロパンジオール４．４部を添加した後、２，２’－アゾビスイソ
ブチロニトリル０．２部を２０回に分けて３０分ごとに加え、８０℃のまま１２時間反応
し、固形分測定により９５％が反応したことを確認した。次に、トリメリット酸無水物１
２部、メトキシプロピルアセテート１９０部、触媒として１，８－ジアザビシクロ－［５
．４．０］－７－ウンデセン０．４０部を追加し、１２０℃で２時間、８０℃で５時間反
応させた。９０％以上の酸無水物がハーフエステル化していることを滴定で確認し固形分
当たりの酸価９８ｍｇＫＯＨ／ｇ、重量平均分子量（Ｍｗ）９，０００であるバインダー
樹脂C－１を得た。バインダー樹脂C－１はＰＧＭＡCにより固形分５０重量％となるよう
に調整した。
【０１５７】
（バインダー樹脂（C－２））
温度計、冷却管、窒素ガス導入管、滴下管及び撹拌装置を備えたセパラブル４口フラスコ
にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２３３部を仕込み、８０℃に昇温
し、フラスコ内を窒素置換した後、滴下管より、メタクリル酸２０部、パラクミルフェノ
ールエチレンオキサイド変性アクリレート（東亜合成社製アロニックスＭ１１０）３０部
、メタクリル酸ベンジル１９部、メタクリル酸メチル１６部、メタクリル酸２－ヒドロキ
シエチル１５部、及び２，２’－アゾビスイソブチロニトリル１．３３部の混合物を２時
間かけて滴下した。滴下終了後、更に３時間、８０℃で加熱攪拌を継続し、バインダー樹
脂溶液を得た。
室温まで冷却した後、バインダー樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加
熱乾燥して不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が５０重量％になるよう
にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを添加してバインダー樹脂溶液を
調製した。このバインダー樹脂溶液は、ＧＰＣの測定の結果、重量平均分子量（Ｍｗ）が
１６０００であった。
【０１５８】
＜着色組成物の製造方法＞
【０１５９】
（実施例１：着色組成物（GP－１）の作製）
　下記の混合物を均一になるように攪拌混合した後、直径０．５ｍｍのジルコニアビーズ
を用いて、アイガーミル（アイガージャパン社製「ミニモデルＭ－２５０ ＭＫＩＩ」）
で５時間分散した後、５．０μｍのフィルタで濾過し緑色着色組成物（GＰ－１）を得た
。
着色組成物はＰＧＭＡCにより固形分２０重量％となるように調整した。

微細化顔料（ＰＢ－１０）／（ＰＹ－１）           ：１１．４部
色素誘導体１                          　　　     ：  ０．６部
分散剤（B－１）                                  ：  ７．２部
バインダー樹脂（C－１）                          ：  ８．８部
ＰＧＭＡＣ                                       ：７２．０部
 
【０１６０】
微細化顔料（ＰＢ－１０）と微細化顔料（ＰＹ－１）は塗布基板にした際に、Ｃ光源でｘ
（ｃ）＝０．２９０、ｙ（ｃ）＝０．６００となる配合比で作製した。
【０１６１】
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（実施例２～２４：着色組成物（GＰ－２～２４）の作製
比較例１～２：着色組成物（GＰ－２５～２６）の作製）
表２に示す組成に変更した以外は、着色組成物（GＰ－１）と同様にして、着色組成物（G
Ｐ－２～２６）を得た。ただし、実施例２４は参考例である。
 
【０１６２】
【表２】

【０１６３】
＜着色組成物のコントラスト比評価＞
　　液晶ディスプレー用バックライトユニットから出た光は、偏光板を通過して偏光され
、ガラス基板上に塗布された着色組成物の乾燥塗膜を通過し、偏光板に到達する。偏光板
と偏光板の偏光面が平行であれば、光は偏光板を透過するが、偏光面が直行している場合
には光は偏光板により遮断される。しかし、偏光板によって偏光された光が着色組成物の
乾燥塗膜を通過するときに、顔料粒子による散乱等が起こり、偏光面の一部にずれを生じ
ると、偏光板が平行のときは偏光板を透過する光量が減り、偏光板が直行のときは偏光板
を一部光が透過する。この透過光を偏光板上の輝度として測定し、偏光板が平行のときの
輝度と、直行のときの輝度との比（コントラスト比）を算出した。
　　　（コントラスト比）＝（平行のときの輝度）／（直行のときの輝度）
　従って、塗膜中の顔料により散乱が起こると、平行のときの輝度が低下し、かつ直行の
ときの輝度が増加するため、コントラスト比が低くなる。
　なお、輝度計としては色彩輝度計（トプコン社製「ＢＭ－５Ａ」）、偏光板としては偏
光板（日東電工社製「ＮＰＦ－Ｇ１２２０ＤＵＮ」）を用いた。なお、測定に際しては、
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不要光を遮断するために、測定部分に１ｃｍ角の孔を開けた黒色のマスクを当てた。
　作製した着色組成物を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガラス基板上に、ス
ピンコーターを用いて、乾燥塗膜の膜厚が１．２μｍになるように塗布し、オーブンにて
２３０℃で２０分焼成し塗布基板を作製した。得られた塗布基板を用いてコントラスト比
の測定を行った。
　CRは以下の基準で評価した。
 
　◎：１６５００以上
　○：１４０００以上１６５００より小さい
　×：１４０００より小さい
 
【０１６４】
＜着色組成物の粘度安定性評価＞
　作製した着色組成物の分散直後の２５℃における粘度と４０℃の恒温室にて７日間保存
した後の粘度をＥ型粘度計（ＴＯＫＩ ＳＡＮＫＧＹＯ社製ＴＵＥ－２０Ｌ型）を用い回
転数２０ｒＰｍで測定した。着色組成物の作製当日の粘度を初期粘度（η０：ｍＰa・s）
と、４０℃の恒温室にて７日間保存した後の粘度（η７：ｍＰa・s）として、分散安定性
を下記の基準で評価した。
 
◎：η７／η０が１０５％以下
○：η７／η０が１０５％より大きく１２０％以下
△：η７／η０が１２０%より大きく１５０％以下
×：η７／η０が１５０％より大きい
 
【０１６５】
＜着色組成物の明度評価＞
　実施例１～２４及び比較例１～２で得られた着色組成物を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、
１．１ｍｍ厚のガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布し、次に７０℃で２０分乾
燥し、塗膜基板を得た。ついで２３０℃で２０分間加熱、放冷後、得られた塗膜の色度を
顕微分光光度計（オリンパス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ１００」）を用い、明度Ｙ（Ｃ）を
測定した。
作製した基板は、２３０℃での熱処理後、Ｃ光源にて、
ｘ（Ｃ）＝０．２９０，ｙ（Ｃ）＝０．６００となるようにした。
　明度は以下の基準で評価した。
 
◎：Ｙ（Ｃ）が６０．０以上
○：Ｙ（Ｃ）が５９．５以上６０．０より小さい
△：Ｙ（Ｃ）が５９．０以上５９．５より小さい
×：Ｙ（Ｃ）が５９．０より小さい
 
【０１６６】
以上の評価結果を表３に示す。
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【表３】

 
　実施例１～２４で示した通り、各着色組成物は高い明度、コントラスト比を示し、粘度
安定性も良好であった。
　比較例１では着色剤が一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物ではないため、明
度が非常に低い結果となっている。
　比較例２では分散剤がアミノアルキル（メタ）アクリルアミド（ｂ1）を含まない共重
合体のため、粘度安定性が著しく悪い結果となっている。
【０１６７】
＜感光性着色組成物の製造＞
（実施例２５：感光性着色組成物（GR－１）の作製）
　下記組成の混合物を均一に攪拌混合した後、１μｍのフィルタで濾過して感光性緑色着
色組成物（GR－１）を作製した。
 
着色組成物（GＰ－１）                                          ：３７．５部
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バインダー樹脂（C－２）                                        ：  ３．０部
光重合性単量体（新中村化学社製「ＮＫエステルＡＴＭＰＴ」）     ：  ４．５部
光重合開始剤（ＢＡＳＦ社製「イルガキュアー９０７」）           ：  １．４部
増感剤（保土谷化学社製「ＥＡＢ－Ｆ」）                         ：  ０．２部
ＰＧＭＡＣ　　                                                 ：５３．５部
 
【０１６８】
（実施例２６～４８：感光性着色組成物（GR－２～２４）の作製
比較例３～４：感光性着色組成物（GR－２５～２６）の作製）
表４に示す組成に変更した以外は、感光性着色組成物（GR－１）と同様にして、感光性着
色組成物（GR－２～２６）を得た。ただし、実施例４８は参考例である。
 
【０１６９】
【表４】

【０１７０】
＜感光性着色組成物のコントラスト比評価＞
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　着色組成物の評価と同様にコントラスト比を測定した。
　作製した感光性着色組成物を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガラス基板上
に、スピンコーターを用いて、乾燥塗膜の膜厚が約２．５μｍとなるよう塗布し、塗膜全
体に紫外線露光を行った後、スプレーによりアルカリ現像液を噴霧して塗膜を洗浄し測定
用基板を得た。その後、オーブンで２３０℃２０分加熱焼成した。得られた塗布基板を用
いてコントラスト比の測定を行った。
CRは以下の基準で評価した。
 
◎：１６５００以上
○：１３５００以上１６５００より小さい
×：１３５００より小さい
 
【０１７１】
＜感光性着色組成物の安定性評価＞
着色組成物の評価と同様に粘度安定性を測定し、下記の基準で評価した。
 
◎：η７／η０が１０２％以下
○：η７／η０が１０２％より大きく１１５％以下
△：η７／η０が１１５%より大きく１３０％以下
×：η７／η０が１３０％より大きい
 
【０１７２】
＜感光性着色組成物の明度評価＞
着色組成物の評価と同様に明度を測定した。
作製した感光性着色組成物を、１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガラス基板上に
、スピンコーターを用いて、乾燥塗膜の膜厚が約２．５μｍとなるよう塗布し、所定のパ
ターンを有するマスクを通して紫外線露光を行った後、スプレーによりアルカリ現像液を
噴霧して未硬化部を除去して所望のパターンを形成した。その後、オーブンで２３０℃２
０分加熱焼成した。得られた塗布基板を用いて明度の測定を行った。
　明度は以下の基準で評価した。
 
◎：Ｙ（Ｃ）が５９．９以上
○：Ｙ（Ｃ）が５９．４以上５９．９より小さい
△：Ｙ（Ｃ）が５８．９以上５９．４より小さい
×：Ｙ（Ｃ）が５８．９より小さい
 
【０１７３】
以上の評価結果を表５に示す。
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【表５】

【０１７４】
感光性着色組成物においても、着色組成物と同様の結果を示した。
実施例２５～４８で示した通り、各組成物は高い明度、コントラスト比を示し、粘度安定
性も良好であった。
　比較例３では着色剤が一般式（１）で表されるフタロシアニン化合物ではないため、明
度が非常に低い結果となっている。
　比較例４では分散剤がアミノアルキルアクリルアミド（ｂ1）を含まない共重合体のた
め、粘度安定性が著しく悪い結果となっている。
【０１７５】
＜カラーフィルタの製造＞
　次に、ガラス基板上にブラックマトリクスをパターン加工し、該基板上にスピンコータ
ーで、感光性着色組成物（GR－１）で使用している着色剤を、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ 
Ｒｅｄ ２５４／Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ １７７＝５．１部／０．９部に置き換
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えた以外は実施例２５と同様にして作製した感光性赤色着色組成物をＣ光源において（以
下、緑色、青色にも用いる）ｘ＝０．６７０、ｙ＝０．３３０になるような膜厚に塗布し
着色被膜を形成した。次に、該被膜にフォトマスクを介して、超高圧水銀ランプを用いて
３００ｍJ/cm2の紫外線を照射した。次いで０．２重量％の炭酸ナトリウム水溶液からな
るアルカリ現像液によりスプレー現像して未露光部分を取り除いた後、イオン交換水で洗
浄し、この基板を２３０℃で２０分加熱して、赤色フィルタセグメントを形成した。
【０１７６】
　同様にして、実施例２５で得られた感光性緑色着色組成物（GR－１）をｘ＝０．２９８
、ｙ＝０．６００となるように塗布し、緑色フィルタセグメントを得た。また、感光性着
色組成物（GR－１）で使用している着色剤を、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｂｌｕｅ １５：
６／Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｖｉｏｌｅｔ ２３＝３．６部／２．４部に置き換えた以外
は実施例２５と同様にして作製した感光性青色着色組成物を用いてｘ＝０．１４９、ｙ＝
０．０４８になるような膜厚に塗布し、青色フィルタセグメントを形成して、カラーフィ
ルタを得た。
【０１７７】
本発明における着色組成物を用いると、広い色度範囲において明度に優れるカラーフィル
タを作製することが可能であった。
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